
星
の
ふ
る
さ
と
を

７
千
本
の
竹
と
う

ろ
う
が
彩
る
。

星
の
ふ
る
さ
と
・
冬
ま
つ
り

　
　
関
連
記
事
は
17
ペ
ー
ジ

ホームページアドレス■http://www.city.yame.fukuoka.jp/
メールアドレス■mail@city.yame.fukuoka.jp
編集・発行■八女市役所（〒834-8585 福岡県八女市本町647番地）

市長公室　TEL 0943・23・1110、  FAX 22・2186

32010(平成22年)
No.943

平成22年2月1日　新八女市誕生  Ｐ2～3
パネルディスカッション 市長と語ろう新八女市の未来 Ｐ4～5
八女市議会議員選挙    Ｐ6
八女あれこれ ㉚    Ｐ8 

【今月の主な内容】

広報
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先
人
達
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
守
ら
れ
て
き
た

自
然
や
伝
統
は
変
わ
ら
な
い
。
ふ
る
さ
と
を

子
孫
に
残
し
、
新
た
な
歴
史
を

刻
む
べ
く
永
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
る

新
八
女
市
誕
生

平
成
22
年
２
月
１
日

矢
部
村
閉
村
式

星
野
村
閉
村
式

立
花
町
閉
町
式

黒
木
町
閉
町
式

小川町長から三田村市長へ町旗が手渡されました

バンブーキッズオーケストラによる演奏

降ろされた村旗を受け取る高木村長

創作太鼓「飯干太鼓」を披露する小中学生

2　2010.3.1　広報やめ



広報やめ　2010.3.13

八女市役所立花庁舎開庁式

八女市役所黒木総合支所開所式

八女市役所矢部支所開所式

八女市役所星野支所開所式

新
八
女
市
誕
生
の
２
月
１
日
㈪
、
新
市

の
開
庁
式
と
各
支
所
の
開
所
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

新
八
女
市
開
庁
式
で
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た

三
田
村
市
長
は「
八
女
市
と
黒
木
町
、立
花
町
、

矢
部
村
お
よ
び
星
野
村
が
合
併
し
、
新
し
い

八
女
市
が
第
一
歩
を
踏
み
出
す
歴
史
的
な
日
。

人
口
７
万
１
０
０
０
人
、
面
積
４
８
２
平
方

キ
ロ
の
市
政
を
預
か
る
者
と
し
て
、
新
た
な

決
意
を
持
っ
て
臨
む
覚
悟
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
伝
統

と
躍
動
に
あ
ふ
れ
た
未
来
都
市
「
八
女
市
」

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
ま
し
た
。

八
女
市
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
の
ダ
ニ
ー
馬
場
さ
ん
が
、
新
市
の
美
し

い
自
然
な
ど
を
歌
詞
に
盛
り
込
ん
だ
「
希
望

の
ふ
る
さ
と
」
を
披
露
す
る
と
、
出
席
者
は

そ
の
歌
声
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
立
花
庁
舎
の
開
庁
式
、
黒
木
総

合
支
所
、
矢
部
支
所
、
星
野
支
所
の
開
所
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
旧
２
町
２
村
の
長
い
歴

史
と
伝
統
・
文
化
を
尊
重
し
、
タ
ケ
ノ
コ
、

ウ
メ
、
イ
チ
ゴ
や
ブ
ド
ウ
な
ど
の
地
域
の
農

産
物
、
矢
部
川
や
四
季
折
々
の
自
然
の
豊
か

さ
な
ど
の
各
地
域
が
持
つ
資
源
や
魅
力
を
共

有
し
、
観
光
事
業
な
ど
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
個
性
と
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
一
体

的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
農
林
業
、
伝
統
工

芸
と
い
っ
た
産
業
育
成
に
努
め
ま
す
」
と
旧

町
村
関
係
者
の
前
で
、
三
田
村
市
長
は
新
八

女
市
づ
く
り
の
抱
負
を
誓
い
ま
し
た
。

式
典
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
庁
舎
、
支
所

の
プ
レ
ー
ト
や
銘
板
の
除
幕
が
、
三
田
村
市

長
、
旧
町
村
長
、
松
延
八
女
市
議
会
議
長
、

重
野
県
議
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
各
支
所
で
は
職
員
を
三
田
村
市
長

が
激
励
。「
一
日
も
早
く
１
市
２
町
２
村
の
垣

根
を
取
り
除
く
こ
と
に
努
力
を
し
、『
職
員
自

ら
が
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る
さ
と
を
誇
り

に
思
う
』
こ
の
こ
と
を
胸
に
抱
き
、
６
４
８

人
の
職
員
が
心
を
一
つ
に
し
、一
緒
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

①新八女市誕生を祝い、くす玉が割
られました　②新八女市のキャッチ
フレーズ「茶のくに 八女・奥八女」
がかかげられた会場には、関係者約
１５０人が出席　③新八女市づくり
の抱負をこめ、あいさつをする三田
村市長　④ダニー馬場さんはオリジ
ナル曲「希望のふるさと」を披露

立花庁舎、黒木総合支所、矢部支所、星野支所
のプレート、銘板などの除幕を行いました。

❶

❸

❹

❷

６

８
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「
弱
者
に
や
さ
し
い
安
全
な
八

女
市
に
」

江﨑　愛さん
（福島高３年）

山下　桃子さん
（八女農高３年）

馬場　建彌さん
（八女学院高２年）

藤丸　亜利沙さん
（西短大附属高２年）

「
も
う
一
度
来
た
い
と
思
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
な
観
光
の
市
に
」

「
八
女
の
生
活
や
八
女
の
食
べ

物
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

「
市
民
が
胸
を
は
っ
て
『
八
女
市

が
好
き
だ
』
と
言
え
る
よ
う
に
」

１市２町２村合併冠事業

「八女市教育の日」

パネルディスカッション
「市長と語ろう　新八女市の未来」

７人の若者が描く
新八女市のこれから

新
八
女
市
誕
生
を
記
念
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
「
市
長
と
語
ろ
う
　
新
八
女
市

の
未
来
」
が
、
２
月
６
日
㈯
に
八

女
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

旧
町
村
を
含
め
た
市
内
の
中
高
生

７
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
描
く
新

八
女
市
を
語
り
合
い
、
会
場
に
は
、

教
育
関
係
者
や
中
高
生
な
ど
約

３
０
０
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

三
田
村
市
長
は
、
新
八
女
市
づ

く
り
に
向
け
て
「
２
月
１
日
に
２

町
２
村
と
一
緒
に
新
し
い
八
女
市

を
築
い
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
２
町
２
村
な
ど
は
高
齢
化
率

が
高
く
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林

業
も
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
八
女
地
方
は
歴
史
、
伝

統
文
化
に
恵
ま
れ
た
地
域
。
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
あ
る
地
域
の
特
性
を

ど
う
活
か
し
て
い
き
、
新
し
い
八

女
市
を
ど
う
作
っ
て
い
け
ば
い
い

の
か
。
八
女
市
の
こ
れ
か
ら
の
生

き
方
を
一
緒
に
探
っ
て
行
き
た
い
。

皆
さ
ん
の
率
直
な
意
見
を
聞
か
せ

て
ほ
し
い
」
と
語
り
か
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
中
島
教
育
長
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
イ
ト
の
も
と
、
パ
ネ
ラ
ー

の
７
人
は
自
己
紹
介
を
か
ね
て
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
や
頑
張
っ
て
い
る
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浅田　征士さん
（輝翔館中等３年）

三角　聡子さん
（福島中学２年）

安部　哲暢さん
（光友中学２年）

「
温
か
み
の
あ
る
八
女
市
に
」

「
人
と
人
が
支
え
合
う
活
気
の

あ
る
市
へ
」

「
多
く
の
市
民
が
合
併
し
て
よ

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
」

こ
と
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
や
は

り
、
最
初
は
７
人
と
も
緊
張
し
た

面
持
ち
。
し
か
し
そ
の
後
は
、
新

八
女
市
づ
く
り
に
向
け
て
、
三
田

村
市
長
が
力
を
入
れ
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
振
興
、
観
光
振
興
か
ら
市

の
財
政
に
至
る
ま
で
、
多
岐
に
わ

た
り
鋭
い
質
問
や
意
見
を
積
極
的

に
ぶ
つ
け
て
い
ま
し
た
。
最
後
に

は
、
７
人
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
描
く

新
八
女
市
に
つ
い
て
語
り
、
会
場

か
ら
は
、
パ
ネ
ラ
ー
の
７
人
に
大

き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
江
﨑
愛
さ
ん
（
福
島

高
３
年
）
は
「
緊
張
し
て
思
っ
て

い
る
こ
と
の
半
分
も
言
え
ま
せ
ん

で
し
た
。
で
も
他
の
人
の
い
ろ
ん

な
違
っ
た
考
え
を
聞
く
こ
と
で
、

私
自
信
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
う
機
会

が
あ
れ
ば
、
ま
た
参
加
し
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

７人は檀上で堂々と三田村市長と八女市のこれからについて語り合いました

絵本LIVE！あ

き
やま
ただ
し

「たまごにいちゃ
ん」「へんしん」
シリーズで大人気
の絵本作家 あきやま
ただしさんによる絵本ライブ。 詰めか
けた親子連れは、瞬くまにあきやまさんの読み聞
かせのとりこ。笑顔の絶えない楽しいひとときとなり
ました。

2月6日㈯～
14日㈰にかけ
て「絵本カーニ
バル」が図書館

で行われました。期
間 中 は、 九州大学大学院特任教授の
目黒実さんによる講演、絵本の読み聞かせもあり、
多くの人が絵本の世界にふれていました。

図書館のリニューアルオープン記念として、絵本
ライブや絵本カーニバルが行われました。

関係者によるテープカット

カーニバル
絵本

図書館

リニュ
ーアル

オープ
ン！
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当選 １, ６２３ 角田　恵一 無所属
６８０ 髙木　大城 無所属 当選 栗原　𠮷平 無所属

当選 １, ２１５ 朽網　英文 無所属
当選 １, １５２ 橋本　大吉 無所属
当選 １, ０５１ 寺尾　高良 無所属
当選 ９９５ 中村　利冶 無所属
当選 ９５７ 森　　茂生 日本共産党

９５４ 原　　和子 無所属
８５５ 小塩　正春 無所属

当選 １, ２３０ 樋口　良夫 無所属
当選 １, ０７３ 仁田原博文 無所属
当選 ９９０ 月足　靖彦 無所属
当選 ８８０ 松野　萬吉 無所属
当選 ８７５ 草場賢一郎 無所属
当選 ７３９ 松尾　敏弘 無所属

７３５ 立野　信一 無所属
６７６ 松木　　道 無所属
６２６ 服部　良一 無所属
６０８ 吉田　達志 無所属
６０８ 井手　厚志 無所属

黒木選挙区
〈定員６人〉

立花選挙区
〈定員５人〉

星野選挙区
〈定員１人〉

矢部選挙区
〈定員１人〉

選挙当日有権者数    １０, ８１０人
投票者数 　　　 　　　　　 ９, ０８７人
投票率   　　　　 　８４．０６％
有効投票数         ９, ０４０票
無効投票数                 ４７票 

選挙当日有権者数        ９, ４０９人
投票者数 　　　  　  ７, ２３５人
投票率   　　　　　 ７６．８９％
有効投票数   　  ７, １７９票
無効投票数                 ５６票 

選挙当日有権者数       ２, ７４２人
投票者数 　　　    　２, ３２０人
投票率   　　　　　８４．６１％
有効投票数   　  ２, ３０３票
無効投票数                 １７票 

※矢部選挙区では定数 1に対し立候補届け出が
一人だったため、無投票当選

八
女
市
議
会

議
員
選
挙

合
併
に
伴
う
八
女
市
議
会
議
員
増
員
選
挙
が
２
月
14

日
㈰
に
投
開
票
さ
れ
、
新
議
員
13
人
が
決
ま
り
ま
し

た
。
選
挙
結
果
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新議員の皆さんを紹介します※敬称略
（後列左より）草場賢一郎、樋口良夫、角田恵一、栗原𠮷平、仁田原博文、橋本大吉、寺尾高良
（前列左より）中村利冶、月足靖彦、森茂生、、松野萬吉、朽網英文、松尾敏弘
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八
女
市
消
防
団
で
は
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
女
性
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
現
在
40
人
の
女
性
団
員
が
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
が
、
転
勤

等
の
た
め
欠
員
が
若
干
名
出
る
予
定
で
す
。
つ
い
て
は
、
魅
力
あ
る
消

防
団
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
火
災
予
防
や
地
域
防
災
な
ど
の
広
報
・

啓
発
を
主
体
に
活
躍
し
て
い
た
だ
く
女
性
消
防
団
員
を
追
加
募
集
し
ま

す
。
あ
な
た
の
力
を
「
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め
に
発
揮
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

女
性
消
防
団
員
を

　
　
募
集
し
ま
す

◉
応
募
資
格
＝
八
女
市
消
防
団
の
管
轄

区
域
（
八
女
市
※
旧
立
花
町
、黒
木
町
、

矢
部
村
、
星
野
村
の
区
域
を
除
く
）
に

居
住
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
年
齢
18
歳

以
上
の
人
で
、
健
康
明
朗
で
防
災
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
興
味
が
あ
り
、
女
性
消
防
団
員
と
し
て
の
活

動
が
で
き
る
女
性

◉
募
集
人
員
＝
若
干
名

◉
採
用
時
期
＝
平
成
22
年
４
月
１
日
（
予
定
）

◉
活
動
内
容
＝

①
消
防
団
、
消
防
署
が
行
う
主
要
行
事
へ
の
参
加

②
地
域
で
行
う
消
火
・
防
災
・
救
急
訓
練
な
ど
で
の

啓
発
、
指
導
な
ど
（
入
団
後
、
応
急
手
当
普
及
員
資

格
の
取
得
の
た
め
の
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
く
予

定
で
す
）

③
災
害
時
の
後
方
支
援

◉
消
防
団
員
の
身
分
と
処
遇

●
身
分
＝
非
常
勤
の
特
別
職
地
方
公
務
員

●
報
酬
・
手
当
＝
八
女
市
消
防
団
条
例
に
基
づ
き
、

年
報
酬
・
警
戒
出
動
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

●
補
償
＝
退
職
報
償
金
、
公
務
災
害
補
償
、
福
祉

共
済
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

●
制
服
等
の
貸
与
＝
活
動
に
必
要
な
被
服
（
制
服
・

制
帽
・
活
動
服
・
ア
ポ
ロ
キ
ャ
ッ
プ
な
ど
）
を
支
給

し
ま
す
。

●
所
属
＝
八
女
市
消
防
団
本
部
へ
の
所
属
と
な
り
ま
す
。

◉
募
集
期
間
＝
３
月
１
日
㈪
〜
３
月
26
日
㈮

◉
応
募
方
法
＝
八
女
市
生
活
安
全
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
個
人
で
の
応
募
は
も
と
よ
り
、
市
内
の
事
業
所
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
、
応
募
な
ど
も
歓
迎
し
ま
す
。

◉
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
役
所
総
務

部
生
活
安
全
課
生
活
安
全
係
（
☎
２
３・１
７
３
１
）

※
ご
質
問
等
で
も
結
構
で
す
。

　結婚サポートセンターでは、40歳までの独身
男女の昼食会を開きます。

　光友地区地域振興会議では、インターネットを通して地域の
情報を発信する「光友インネターネットテレビ局」を２月１日に
開局しました。カメラがとらえた光友あれこれをご覧ください。

http://mitsutomotv.web.fc2.com/

八女市ふるさと支援寄附１月末現在累計額＝6,234,867円
※1口5,000円として積み立て市の事業に使用します。
問い合わせ＝行財政改革推進課行政経営係（☎23・1346）

♥日時＝3月28日㈰10時 30分受付～11時開始
♥会場＝メモリアルホールいわ井（八女市津江599）
♥参加資格＝40歳までの独身男女（男女とも20人）
♥参加費＝男性4,000円、女性3,000円
♥応募方法＝3月24日㈬15時までに電話でお申し込みください。
結婚サポートセンター（八女文化会館内）☎22・5900

追
加

八女市消防団か
らのお知らせ

応 募
要 領

　
３
月
は
、
冬
の
寒
さ
も
和
ら
ぎ
過
ご

し
や
す
い
気
候
と
な
る
一
方
、
乾
燥
し

た
強
い
風
が
吹
き
、
火
災
の
発
生
危
険

が
大
き
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
い
っ
た

ん
火
災
に
な
る
と
、
大
火
と
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
季
に
は
、

改
め
て
火
気
の
取
扱
い
に
注
意
を
払
う

こ
と
が
大
切
で
す
。
一
人
一
人
が
日
ご

ろ
か
ら
火
の
用
心
に
心
掛
け
、
火
災
を

出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❖
三
つ
の
習
慣

●
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
る
。

●
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

●
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る

と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

❖
四
つ
の
対
策

●
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

●
寝
具
や
衣
類
か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
防
炎
製
品
を
使
用
す
る
。

●
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め

に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を
設
置
す
る
。

●
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を

つ
く
る
。

消
え
る
ま
で

ゆっ
く
り
火
の
元

に
ら
めっ
子

「
３
月
１
日
〜
７
日
」春
の
火
災
予
防
週
間

八
女
消
防
本
部
（
☎
２
４
・
０
１
１
９
）光友インターネットテレビ局

ホームページアドレス

40歳までの昼食会

開局

結婚サポ
ート

センター

応
急
手
当
普
及
指
導
員
講
習
の
様
子



8　2010.3.1　広報やめ

黒
木

矢
部

桜

　「
歴
史
」
と
い
う
師
は
私
た
ち
に
素
晴
ら
し
い
文

化
戝
？
を
残
し
て
く
れ
ま
し
た
。「
八
女
」
と
い
う

地
名
で
す
。
私
は
市
立
横よ
こ

町ま
ち

町ま
ち

家や

交
流
館
で
観
光

団
と
の
「
対
話
役
」
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
が
、

観
光
団
の
多
く
の
人
が
「
八
女
の
地
名
が
持
つ
温
か

み
」
に
感
動
さ
れ
ま
す
。「
八
女
」
の
名
の
起
こ
り

は
ご
存
知
の
よ
う
に
、
現
存
最
古
の
史
書
「
日
本

書
紀
」
の
景
行
紀
に
出
て
く
る
女
神
・
八
女
津
媛

の
名
か
ら
採
ら
れ
ま
し
た
。

　
或
る
日
、
来
館
の
児
童
グ
ル
ー
プ
か
ら
『
八
女

津
媛
さ
ん
に
誰
か
お
会
い
に
な
っ
た
人
が
あ
り
ま
す

か
』
の
突
飛
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。「
媛
に
遭
っ

た
話
」
は
矢
部
地
区
在
住
の
詩
人
、
椎
窓
猛
先
生

の
名
著
「
椎
の
実
の
四
季
」
な
ど
に
も
記
録
さ
れ
て

い
ま
す
。
出
典
は
江
戸
後
期
の
平
戸
藩
主
、
松ま
つ

浦ら

静せ
い

山ざ
ん
の
随
筆
集
「
甲か
つ
子し

夜や

話わ

」
で
す
。「
夜
話
」
巻

十
二
の
第
四
条
を
現
代
文
に
直
し
て
抄
出
し
ま
す
。

　「
江
戸
中
期
の
話
。
或
る
日
、
立
花
藩
の
家
臣
某

が
狩
を
す
る
た
め
、
鉄
砲
を
持
っ
て
矢
部
地
区
の
山

に
入
っ
た
。
そ
の
朝
は
こ
れ
ま
で
の
朝
と
違
い
、
良

い
香
り
が
空
気
に
満
ち
て
い
た
の
で
〝
一
寸
お
か
し
い

な
〞
と
思
い
な
が
ら
、
身
の
丈
ほ
ど
の
茅か
や
が
お
い
茂
っ

た
原
っ
ぱ
を
進
ん
で
い
っ
た
。
そ
う
す
る
と
人
も
い

な
い
の
に
、
茅
の
草
原
が
自
然
に
左
、
右
に
分
れ
何

物
か
が
山
を
降く
だ
る
よ
う
だ
っ
た
。
某
は
道
の
傍
ら
に

よ
け
て
い
る
と
地
上
三
米
位
の
空
中
を
、
厳
お
ご
そ
かか

な
ス

タ
イ
ル
を
し
た
、
ま
さ
に
絵
に
か
い
た
よ
う
な
美
し

い
天
女
が
袖
を
ひ
ら
ひ
ら
さ
せ
て
麓
を
指
し
て
進
ま

れ
た
。
某
は
驚
き
、
鉄
砲
を
倒
し
平
伏
し
て
見
送
っ

た
。
こ
の
話
を
聞
い
た
同
藩
の
学
者
肌は
だ
の
臼
井
省
吾

は
『
そ
の
天
女
は
八
女
津
媛
で
あ
ろ
う
。
い
ま
で
も

神
の
み
た
ま
が
輝
い
て
い
た
の
か
』
と
語
っ
た
」

　
第
四
条
に
は
「
媛
に
遭
っ
た
士
の
話
」
が
前
記
の

ほ
か
二
話
あ
り
ま
す
。

　
八
女
津
媛
を
祭
神
と
し
た
八
女
津
媛
神
社
は
、

八
女
市
北
矢
部
に
あ
り
ま
す
。
矢
部
川
の
支
流
、

樅も
み

鶴づ
る
川
に
沿
っ
て
し
ば
ら
く
上の
ぼ
る
と
「
神か
み
の
巌い
わ
や」
と

神
秘
的
な
名
を
持
つ
集
落
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
か

ら
急
坂
を
上
り
つ
め
た
と
こ
ろ
に
神
社
は
こ
じ
ん
ま

り
と
鎮
座
し
て
い
ま
し
た
。
背
後
の
岩
壁
に
は
大
洞

窟
（
高
さ
約
七
メ
ー
ト
ル
、
幅
約
三
〇
メ
ー
ト
ル
、
奥
行

き
約
九
〇
メ
ー
ト
ル
）
が
口
を
開
け
、
近
く
に
は
樹
齢

推
定
六
百
年
の
権
現
杉
（
直
径
目
高
一・六
九
メ
ー
ト

ル
）
な
ど
の
巨
木
群
が
繁
り
、
神
域
に
は
お
ご
そ
か

な
雰
囲
が
漂
い
、
い
ま
に
も
女
神
が
空
中
を
散
歩

さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
し
ば
し
待
ち
ま
し
た
が

媛
と
お
会
い
す
る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
神
社
の
創
建
は
養
老
三
年
（
七
一
九
年
）
と
矢
部

村
誌
に
あ
り
ま
す
。

　
古
代
史
小
説
の
作
家
黒
岩
重
吾
先
生
（
故
人
）
は

生
前
の
平
成
四
年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
テ
レ
ビ
「
歴
史
発
見
」

で
『
三
世
紀
前
半
期
の
邪
馬
台
国
の
女
王
、
卑
弥
呼

は
実
は
八
女
津
媛
で
あ
ろ
う
』
と
明
言
さ
れ
、
大
き

な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
記
憶
で
は
黒
岩
先
生

は
テ
レ
ビ
司
会
者
を
前
に
「
八
女
津
媛
」
の
「
八
女
」

の
字
の
意
味
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。
女
王
卑
弥
呼
の

存
在
は
「
魏
志
倭
人
伝
」（
以
下
「
倭
人
伝
」）
に
記

録
さ
れ
て
い
ま
す
。「
倭
人
伝
」
と
は
三
世
紀
ご
ろ
中

国
の
官
史
が
書
い
た
も
の
で
、
そ
の
こ
ろ
の
倭
国
（
日

本
）
の
政
治
、
社
会
、
産
物
、
習
俗
な
ど
を
約
二
千

字
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
卑
弥
呼
の
生
活
の
一
部
も

記
述
し
て
い
ま
す
。
意
訳
し
て
抜
き
書
き
し
ま
す
。

　「
卑
弥
呼
は
年
配
の
女
性
だ
が
夫
は
な
く
男
弟
が

政
治
を
助
け
て
い
る
。
王
と
な
っ
て
か
ら
の
彼
女
に

会
っ
た
者
は
少
な
く
、
婢ひ

（
召
使
い
女
）
千
人
を
み

ず
か
ら
侍は
べ
ら
せ
て
い
る
…
」

　
黒
岩
先
生
は
右
記
の「
婢
千
人
」
と「
八
女
」
は
同

じ
意
味
で
は
な
い
か
、と
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
ま
し
た
。

　「〝
八
女
〞の
〝
八
〞は
単
な
る
数
で
は
な
く
〝
数
が
多

い
〞の
意
味
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
〝
八
百
屋
〝
や
〝
嘘う
そ

八
百
〞な
ど
。だ
か
ら
〝
八
女
〞は
〝
多
数
の
女
性
〞と
い

う
表
現
と
同
じ
で〝
婢
千
人
〞と
合
致
す
る
の
で
す
」と
。

　
黒
岩
先
生
は
晩
年
八
女
市
に
も
度
々
来
訪
さ
れ
、

八
女
津
媛
に
ま
つ
わ
る
講
演
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
平
成
十
五
年
三
月
七
日
、
七
十
九
歳
で
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。私
が
驚
い
た
こ
と
は
、先
生
の
文
学
館「
黒

岩
重
吾
の
世
界
」室（
以
下「
黒
岩
室
」）が
平
成
十
七

年
、
母
校
の
奈
良
県
宇
陀
市
、
県
立
大お
お

宇う

陀だ

高
校

内
に
開
館
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
県
立
校
内
に
卒

業
生
の
文
学
館
と
は
奇
抜
な
ア
イ
デ
ア
で
す
。
去
る

日
、
高
校
に
電
話
し
ま
し
た
。
担
当
の
先
生
は
『
黒

岩
室
は
図
書
館
の
一
室
を
当
て
て
お
り
、
寄
贈
さ
れ

た
千
余
冊
の
著
書
と
歴
史
書
を
展
示
、
在
校
生
の
利

用
は
多
い
。一
般
人
の
利
用
は
土
、
日
曜
の
午
前
九
時

半
か
ら
午
後
三
時
半
ま
で
で
す
』
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
前
出
の
「
倭
人
伝
」
に
は
卑
弥
呼
が
魏
王
へ
貢

物
を
献
上
し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
一こ
ま
を
意
訳

し
て
引
き
ま
す
。

　「
景
初
三
年
（
二
三
九
年
）
倭
王
卑
弥
呼
の
家
臣

が
男
生せ
い

口こ
う
四
人
、女
生
口
六
人（
生
口
は
奴
隷
の
こ
と
）

と
班は
ん

布ぷ

二
匹
二
丈
を
奉
っ
て
到
来
し
た
」

　
織
物
の
「
班
布
」
と
は
ど
ん
な
織
物
だ
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
現
物
が
中
国
に
も
残
っ
て
い
な
い
の
で

推
理
す
る
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。
班
布
の
正
体
に

つ
い
て
は
諸
説
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
十
数
年
前

に
福
岡
市
で
開
講
さ
れ
た
「
古
代
織
物
講
座
」
で
、

講
師
の
京
都
芸
術
短
大
教
授
、
小
谷
次
男
先
生
は

『
班
布
は
絣
織
り
の
布
と
解
釈
し
て
い
ま
す
』
と
明

言
さ
れ
ま
し
た
。
古
代
絣
と
な
れ
ば
八
女
地
方
で

も
生
産
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、「
卑
弥
呼
の
実

体
は
八
女
津
媛
」
の
黒
岩
重
吾
説
に
一
段
と
重
み
が

加
わ
り
ま
す
。
私
の
夢
は
尽
き
ま
せ
ん
。

追
記

　
十
年
間
の
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　（
八
女
ふ
る
さ
と
塾
塾
長
／
松
田
久
彦
）

※
松
田
久
彦
さ
ん
の「
続
八
女
あ
れ
こ
れ
」は
今
回
を
も
っ

て
終
了
し
ま
す
。
長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
回
か
ら
は
吉
村
誠
さ
ん
（
黒
木
町
）
に
よ
る
連
載
（
奇

数
月
）
を
お
お
く
り
し
ま
す
。

八
女
津
媛
に
遭あ

う
話

八
女
津
媛
は
卑ひ

弥み

呼こ

か

八女津媛神社（上）と神社横
にある八女津媛の像（下）

「
わ
が
師
、
わ
が
友
」
そ
の
十
三

（題字／松田久彦さん）

㉚



日時　４月４日㈰ 9時30分～　
場所　八女市矢部第1運動場

期間　3月28日㈰ ～4月11日㈰　
会場　城山公園一帯

黒
木

矢
部　

春
風
の
中
、
矢
部
の
桜
並
木
を
走
り
ま
せ
ん

か
。
当
日
は
、
高
校
駅
伝
で
お
馴
染
み
の
筑
紫

女
学
園
高
等
学
校
陸
上
競
技
部
の
河
村
監
督
お

よ
び
選
手
を
招
待
し
て
い
ま
す
。

✿
期
日
＝
４
月
４
日
㈰

✿
会
場
＝
八
女
市
矢
部
第
１
運
動
場
（
矢
部
村

鬼
塚
※
河
川
敷
）

✿
日
程
＝
受
付
８
時
30
分
〜
９
時
20
分
、
開
会

式
９
時
30
分
〜

✿
参
加
料
＝
▽
一
般
１
０
０
０
円
▽
小
・
中
学
生

５
０
０
円
※
当
日
受
付
で
徴
収
し
ま
す
。
参
加

賞
、
完
走
証
有
り

✿
応
募
方
法
＝
３
月
17
日
㈬
ま
で
に
参
加
申
込

書（
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
八
女
市
矢
部
支
所
に

郵
送
す
る
か
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

✿
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
・
桜
ま
つ
り

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局

（
矢
部
支
所
総
務
課
内
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

〈
主
な
イ
ベ
ン
ト
〉

城
山
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
２
０
１
０

✿
期
日
＝
４
月
４
日
㈰
、
南
仙
か
わ

ば
た
公
園
で
10
時
30
分
出
発
式

※
20
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ
を
参
照

✿
期
日
＝
４
月
４
日
㈰
13
時
開
演

✿
会
場
＝
黒
木
体
育
館

✿
参
加
費
＝
①
大
人
一
人
１
０
０
０
円

②
小
学
生
以
下
一
人
５
０
０
円

✿
賞
＝
①
桜
花
賞
３
万
円
②
桜
姫
賞

２
万
円
③
城
山
賞
１
万
円

※
体
の
一
部
に
桜
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
も

の
を
身
に
つ
け
て
い
る
か
等
が
審
査
基

準
と
な
り
ま
す
。

✿
募
集
締
切
＝
３
月
15
日
㈪

✿
申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
（
黒
木

総
合
支
所
売
店
、
黒
木
町
交
流
セ
ン

タ
ー
、
八
女
市
役
所
観
光
振
興
課
等

に
準
備
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
郵
送
先
や
参
加
費
の
振
込

先
は
申
込
用
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

✿
問
い
合
わ
せ
＝
く
ろ
ぎ
起
源
会
・
三

宅
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
８
７
６
５
・
０

７
５
０
）

種　目 参加対象者 定 員 表　　彰

2km マラソン 6～12歳以下男女 200人 12歳以下の男女別上位3位

4km あるこう 男女年齢制限なし（幼児は
家族同伴で参加ください） 200人 表彰なし

5km マラソン 中学生以上男女 200人 男女別上位３位

10km マラソン 高校生以上男女 200人 男女別上位３位

（八女市広報H22.3）

102

22 4
30

八女・桜まつり健康マラソン大会
第26回

第５回 桜

全
体
的
な
問
い
合
わ
せ
＝
く
ろ
ぎ

起
源
会
・
企
画
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
０
・５
２
０
１・６
６
８
２
）

くろぎさくら祭り

ヒ
ュ
ー
マ
ン
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
大
会

出
場
チ
ー
ム
大
募
集
！

広報やめ　2010.3.19
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市民の

声ｖｏｉｃｅ
皆さんからの写真、イラスト、詩、
俳句、身辺雑記、市へのご意見や質
問などの投稿をお待ちしています。

　
回
覧
版
と
回
覧
文
書
の
改
善
に
つ
い
て
要
望
し

ま
す
。
回
覧
板
の
文
書
の
留
め
金
が
上
に
つ
い
て

い
ま
す
が
、
中
央
右
に
つ
け
た
ほ
う
が
よ
い
と
思

い
ま
す
。

　
現
在
回
覧
文
書
は
右
開
き
や
左
開
き
と
バ
ラ

バ
ラ
で
す
の
で
、
必
ず
留
め
金
か
ら
外
し
て
見
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
不
便
で
す
の
で
、
回
覧
文

書
は
全
部
右
開
き
に
統
一
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
70
歳
代
・
男
性
）

　
現
在
八
女
市
の
各
隣
組
で
使
用
し
て
い
る
回
覧

版
は
、
平
成
20
年
度
広
告
業
者
の
経
済
活
動
と

し
て
業
者
が
自
ら
作
成
し
た
も
の
を
寄
贈
し
て
も

ら
い
使
用
し
て
い
ま
す
。
市
が
独
自
で
作
成
し
た

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
回
覧
版
が
古
く
な
り

次
回
寄
贈
し
て
い
た
だ
く
時
に
は
、
回
覧
版
の
留

め
金
の
要
望
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
回
覧
板
の
文
書
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
地
域
支
援
課
）

　「
広
報
や
め
」
等
配
布
資
料
に
つ
い
て
、
フ
ァ

◎
あ
な
た
の
声
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　

市
政
に
対
す
る
ご
意
見
や
苦
情
、
素
朴
な

疑
問
な
ど
、
あ
な
た
の「
声
」
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
は
が
き
や
フ
ァ
ッ
ク
ス
な
ど
を
利
用

し
て
、お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
市
長
へ
の
は
が
き
」

は
紙
面
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
市
長
や
担
当
課
な
ど
か
ら
直
接

ご
本
人
へ
回
答
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
住
所
・

氏
名・
電
話
番
号
等
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
八
女
市
総
合
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

　

あ
な
た
の
申
し
出
に
よ
り
、あ
な
た
に
代
わ
っ

て
市
政
に
対
す
る
苦
情
を
簡
易
迅
速
に
処
理

し
、
市
の
仕
事
に
不
備
な
点
や
制
度
に
問
題
が

あ
る
と
き
は
、
市
の
機
関
に
是
正
や
改
善
を
求

め
る
意
見
表
明
な
ど
を
行
い
ま
す
。

●
手
続
き
・
問
い
合
わ
せ
＝
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ
ン

事
務
局
（
総
務
課
内 

☎
２
３
・
１
１
１
１
）

イ
ル
を
す
る
た
め
の
も
の
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
暮
ら
し
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
も

フ
ァ
イ
ル
用
の
穴
が
ほ
し
い
で
す
。
広
報
類
は
綴

方
向
を
統
一
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　（
匿
名
）

　
い
つ
も
広
報
や
め
を
ご
愛
読
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん

が
、
広
報
を
綴
る
フ
ァ
イ
ル
は
市
か
ら
は
特
別
に

配
布
し
て
い
ま
せ
ん
。
広
報
や
め
に
は
穴
を
２
か

所
開
け
て
い
ま
す
の
で
、
保
存
さ
れ
る
場
合
は
穴

に
紐
を
通
す
な
ど
し
て
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
ほ
か
の
広
報
類
に
関
し
ま
し
て
は
、「
八

女
市
議
会
だ
よ
り
」
は
同
じ
方
向
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
市
で
発
行
す
る
広
報
紙
等
に

関
し
ま
し
て
は
統
一
で
き
る
よ
う
に
関
係
課
に
呼

び
か
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
市
長
公
室
）

回
覧
版
と
回
覧
文
書
の

改
善
に
つ
い
て

広
報
等
を
フ
ァ
イ
ル
す
る
も
の
が

あ
れ
ば
い
い
と
思
い
ま
す

過
去
ほ
ど
き
未
来
編
み
込
む
毛
糸
か
な  

寺
田
　
睦
子

音
引
き
て
風
の
鳴
る
日
の
寒
さ
か
な
　
堤
　
と
し
子

魅
せ
ら
れ
し
白
き
項う
な
じや

春
寒
く
　
　
　
吉
泉
　
守
峰

大
根
や
大
地
を
蹴
っ
て
伸
び
上
が
り
　
松
尾
ア
サ
子

春
寒
し
苔
の
む
し
た
る
征
露
の
碑

　
　
三
宅

　
仁
旭

有
明
は
暁
静し
じ
ま寂
夕
茜

　
　
　
　
　
　
　
合
原

　
幸
男

歳
時
記
と
辞
書
を
拡
げ
て
春
炬
燵

　
　
青
木

　
早
弓

爺じ
い
様
の
鬼
ぶ
り
が
よ
し
節
分
会え

　
　
　
草
場

　
恵
子

春
寒
し
辿
り
つ
き
た
る
八
十
路
坂
　
　
内
藤
キ
ヨ
子

ど
ん
ど
焼
き
崩
れ
し
音
と
人
の
声
　
　
内
藤
　
雅
子

廃
屋
の
季
節
巡
り
て
椿
咲
く
　
　
　
　
野
崎
万
智
子

三
椏
の
ま
た
三
つ
ま
た
に
花
三
つ
　
　
鍋
島
　
翔
山

藁
の
下
花
の
芽
光
る
春
近
し
　
　
　  

仁
田
原
よ
し
子

白
粧
の
雪
泥
泥
の
道
と
な
り
　
　
　
　
平
島
　
照
男

鹿
屋
基
地
戦
死
者
偲
ぶ
春
隣
　
　
　
　
加
藤
ツ
ギ
子

主
治
医
よ
り
外
出
許
可
さ
れ
妻
歩
む

　
逝
く
前
二
十

日
の
ポ
ニ
ー
牧
場
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
泉

　
恒
德

く
す
の
実
俳
句
会

平
成
21
年
度
Ｎ
Ｈ
Ｋ
全
国
短
歌
大
会

[

入
選]

　　　　　　　　　　　　　　　　（八女市広報Ｈ 22.3）

　あなたの声を届けてください！

●市長室直通ファックスも無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）
　問い合わせ＝市長公室秘書広報係（☎ 23・1110）

　皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に
届けてください。
　意見・提案・苦言・提言、どんなことでも結構です。将来
の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につい
ては実現に向けて努力してまいります。

写真やイラスト・絵画・短歌・俳句など、何でも結構です。

キリトリセン

キ
リ
ト
リ
セ
ン
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３月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
　※本館の開館時間＝10時～ 20時
　上陽分館 ☎ 54・3131
　黒木分館 ☎ 42・0400
　立花分館 ☎ 37・1522
　矢部分館 ☎ 47・2258
　星野分館 ☎ 52・3707
　※分館の開館時間＝9時～ 17時 30分

図書館だより

⑮Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

　
青・黄・赤
と
３
色
揃
っ
た『
き
ん
ち
ゃ

ん
の
柚
子
胡
椒
』
を
作
る
「
き
ん
ち
ゃ

ん
」こ
と
堤
絹
子
さ
ん
。
30
年
ほ
ど
前
、

「
家
で
食
べ
る
し
こ
、
知
り
合
い
に
分
け

る
し
こ
」
と
作
っ
て
い
た
柚
子
胡
椒
を

黒
木
日
曜
市
に
出
し
た
と
こ
ろ
、「
お

い
し
い
」
と
評
判
に
な
り
、
毎
年
フ
ァ

ン
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。『
き
ん
ち
ゃ

ん
の
柚
子
胡
椒
』
は
唐
辛
子
と
柚
子
の

栽
培
か
ら
す
べ
て
手
作
り
。
ラ
ベ
ル
の

似
顔
絵
も
娘
さ
ん
作
で
、「
作
っ
て
い
な

い
の
は
塩
と
び
ん
だ
け
」
と
笑
い
ま
す
。

　「
３
色
あ
っ
た
ら
お
も
し
ろ
い
か
な
」

と
思
い
立
ち
、
熟
れ
た
柚
子
の
皮
に
赤

唐
辛
子
を
入
れ
て
赤
を
、
黄
色
唐
辛
子

を
入
れ
て
黄
色
を
作
り
ま
し
た
。
味
は

青
・
赤
・
黄

の
順
に
辛
く

な
り
ま
す
。

　
秘
伝
か
な

と
思
い
き
や
、

「
何
人
に
で
も

作
り
方
を
教
え
ま
し
た
。
福
祉
施
設
に

も
数
年
教
え
に
行
っ
て
い
て
、
上
手
に

な
ら
れ
ま
し
た
よ
」
と
絹
子
さ
ん
。

　『
き
ん
ち
ゃ
ん
の
柚
子
胡
椒
』
は
東

京
に
あ
る
九
州
の
食
材
を
扱
う
店
か
ら

も
声
が
か
か
り
、
そ
こ
で
も
大
評
判
に
。

し
か
し
、「
一
人
で
作
る
の
で
量
も
限
ら

れ
て
い
る
し
、
楽
し
ん
で
作
り
た
い
の

で
現
状
維
持
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販

売
し
た
ら
と
言
わ
れ
た
け
ど
、『
こ
れ

が
本
業
じ
ゃ
な
か
け
ん
注
文
が
殺
到
し

た
ら
困
る
』
と
断
り
ま
し
た
（
笑
）」

　
全
国
各
地
か
ら
舞
い
込
む
注
文
の
電

話
に
、
丁
寧
に
応
え
る
絹
子
さ
ん
。

「
柚
子
胡
椒
は
私
が
知
ら
な
い
間
に
全
国

を
旅
し
て
い
る（
笑
）。
お
い
し
い
っ
て
言

わ
れ
た
ら
う
れ
し
く
て
元
気
が
出
る
し
、

送
料
を
払
っ
て
注
文
し
て
く
だ
さ
る
の
が

あ
り
が
た
く
て
、
こ
ち
ら
の
近
況
を
記
し

た
手
紙
と
お
ま
け
も
同
封
し
て
い
ま
す
」

　
柚
子
胡
椒
と
と
も
に
、
き
ん
ち
ゃ
ん

の
笑
顔
も
全
国
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

柚
子
胡
椒
作
り
の
名
人  

堤　

絹き
ぬ

子こ

さ
ん
（
黒
木
町
田
代
）

《上陽、立花、矢部、星野分館の休館日》
※月曜及び祝・休日、最終金曜日
1㈪、8㈪、15㈪、22㈷、26㈮★、29㈪

《本館の休館日》※月曜、最終金曜日
1㈪、8㈪、15㈪、29㈪
26㈮★は館内整理日のため休館図書館の休館日

３月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

今期、ハバネロを使用した激辛柚子胡椒も
試作。激辛を好む人に喜ばれています。

娘さん作の似顔絵

柚子
胡椒と一緒に

全国に
笑顔を届ける

　絵本や紙芝居など親子
でお楽しみください。

♥本館　〈日時〉6日、13
日、20日、27日※いず
れも土曜日14時～
〈場所〉おはなしコーナー
♥黒木分館　
〈日時〉１３日㈯10時～
〈場所〉おはなしコーナー

３月のよみきかせ 　
合
併
し
て
分
館
も
増
え
、
蔵
書
も
増

え
ま
し
た
。
リ
ク
エ
ス
ト
を
い
た
だ
い
た

本
は
、
持
っ
て
い
る
図
書
館
か
ら
取
り

寄
せ
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
利
用
し
や
す
い
図
書
館
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　
平
成
22
年
４
月
か
ら
、
土
日
祝
日
の

本
館
の
開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す
。

★
土
日
祝
日

〈
変
更
前
〉
10
時
〜
20
時

〈
変
更
後
〉
10
時
〜
18
時

※
１
月
・
２
月
・
８
月
は
10
時
〜
20
時

※
平
日
の
開
館
時
間
（
10
〜
20
時
）
は

変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

３月のあかちゃんよみきかせ
　0歳～2歳児を対象によみき
かせやわらべうたなどをします。
♥本館　
〈日時〉１7日㈬11時～
〈場所〉おはなしコーナー
♥黒木分館
〈日時〉27日㈯10時～
〈場所〉おはなしコーナー

本
館
が
２
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た

４
月
か
ら　
　

土
・
日
・
祝
日
の

開
館
時
間
が
変
わ
り
ま
す

　
日
本
の
貧
困
率
は
世
界

で
も
上
位
だ
と
い
う
こ
と
を

ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
た
だ

安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
。
そ

れ
が
、
ど
う
し
て
こ
ん
な

に
難
し
い
社
会
に
な
っ
た
の

か
。日
本
の
未
来
の
た
め
に
、

今
本
当
に
必
要
な
こ
と
は

何
か
が
分
か
る
本
で
す
。

「はるにあえたよ」
原京子・文

「“35歳”を救え」
ＮＨＫあすのプロ
ジェクト

　
ふ
た
ご
の
こ
ぐ
ま
、
マ
ー

ク
と
マ
ー
タ
は
初
め
て
の
冬

眠
か
ら
目
覚
め
、
も
う
す
ぐ

春
が
来
る
こ
と
を
お
父
さ
ん

に
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

『
春
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
』
み
ん

な
も
〝
春
〞
を
探
し
て
み
よ
う
！

図書館員 めの本勧お

児童書
一般書

おはなしコーナー

一般閲覧室

《黒木分館の休館日》
※火曜及び祝・休日、最終金曜日
2㈫、9㈫、16㈫、22㈷、23㈫、26㈮★30㈫

本館
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八
女
市
で
は
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

様
々
な
人
権
問
題
を
と
お
し
て
、
差
別
の
痛
み

と
人
権
の
尊
さ
を
感
じ
と
り
、
自
分
ら
し
く
生

き
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
た
め
に
人
権

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

①
私
に
と
っ
て
人
権
と
は
何
か
を
学
ぶ
。

②
踏
ま
れ
た
者
の
痛
み
を
知
る
。

③
差
別
を
な
く
す
態
度
形
成
を
目
指
す
。

　
今
年
度
で
17
回
目
を
迎
え
た
「
人
権
セ
ミ

ナ
ー
・
や
め
２
０
０
９
」
は
９
回
の
講
座
を
開

催
し
５
７
４
人
、
ま
た
、「
第
２
回
上
陽
校
区
人

権
セ
ミ
ナ
ー
」
で
も
５
回
の
講
座
を
開
催
し
１

５
３
人
と
、
た
く
さ
ん
の
人
が
参
加
さ
れ
、
ど

の
講
座
も
熱
心
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
両
講
座
と
も
第
１
回
目
は
、
開
講
式
の
後
に

人
権
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
、
講
師
の
生
い
立
ち
、

体
験
談
の
中
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会

い
や
、
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
話
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
心
に
響
く
ギ
タ
ー
で
の
弾
き
語
り
、

心
な
ご
む
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
の
演
奏
と
素
晴
ら
し
い

コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
行
事
と
し
て
９
月
13
日
㈰
に
合

同
で
開
催
し
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
は
、
40

人
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
か
ら
、
小
郡
の

成
り
立
ち
か
ら
被
差
別
部
落
の
仕
事
や
生
活
に

つ
い
て
詳
し
く
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ

い
た
あ
と
、
い
ろ
い
ろ
な
史
跡
を
巡
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
久
留
米
の
池
青
寺
や
処
刑
場
跡

な
ど
日
ご
ろ
訪
れ
る
こ
と
の
な
い
貴
重
な
場
所

を
見
学
し
、
知
識
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
参
加
し
た
人
か
ら
は
、「
現
在
の
平
和
な
日
常

か
ら
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
昔
の
人
々
の
そ
ば
に

寄
り
添
っ
た
思
い
で
し
た
。
家
老
そ
し
て
農
民
、

被
差
別
部
落
の
人
々
、
人
権
啓
発
に
携
わ
っ
た

人
な
ど
、
そ
の
時
代
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
一
生

懸
命
生
き
て
こ
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
長
い
歴
史

の
フ
ル
イ
に
か
け
ら
れ
て
も
、
農
民
の
た
め
、
被

差
別
の
側
の
人
々
に
寄
り
、
行
動
さ
れ
て
き
た

勇
気
あ
る
人
々
の
行
い
が
、
私
に
感
動
を
与
え

て
く
れ
ま
し
た
」と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
第
２
回
目
か
ら
は
、様
々
な
人
権
問
題
を
テ
ー

マ
に
学
習
し
ま
し
た
。
中
で
も
関
心
の
高
か
っ
た

講
座
の
一つ
「
江
戸
時
代
の
庶
民
」
に
つ
い
て
取

り
あ
げ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
中
村
久
子
さ
ん
（
佐
賀
部
落
解
放
研
究
所
の

事
務
局
長
）
を
講
師
に
招
き
、
中
世
か
ら
近
世
の

被
差
別
民
の
歴
史
を
中
心
に
、
身
分
制
度
の
建
前

と
実
態
、
被
差
別
民
の
担
っ
た
職
業
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
も
残
っ
て
い
る
部
落

差
別
に
つ
い
て
は
「
間
違
っ
た
認
識
を
も
っ
て
い
る

人
を
正
し
て
い
き
た
い
」
と
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
感
想

の
中
か
ら
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
近
世
（
江
戸
時
代
）
の
歴
史
の
中
で
、
差
別

さ
れ
た
人
た
ち
の
ど
こ
と
な
く
生
き
生
き
と
生

活
す
る
様
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
多
く
は
貧
し

か
っ
た
が
、
そ
こ
に
は
智
恵
を
絞
っ
て
工
夫
を
す

る
こ
と
で
、
他
に
は
真
似
の
で
き
な
い
仕
事
を

行
っ
た
こ
と
に
は
頭
が
下
が
り
ま
し
た
。

▼
差
別
の
歴
史
を
正
し
く
知
る
こ
と
は
、
生
き

て
い
く
上
で
は
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

▼
社
会
的
に
有
用
で
、
経
済
的
に
豊
か
な
人
々

も
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
的
、
制
度
的

な
差
別
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
根
拠
の
な
い
こ
と
と

し
て
改
め
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
差
別

の
あ
り
方
に
違
い
が
あ
る
の
は
「
感
覚
」
と
い
う

こ
と
で
し
た
が
、
現
代
に
お
け
る
「
感
覚
」
と

は
何
だ
ろ
う
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。「
差
別

し
よ
う
と
す
る
感
覚
」
の
あ
り
よ
う
に
つ
い
て
深

め
、
な
く
す
た
め
の
方
途
を
明
ら
か
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。「
ど
う
し
よ
う
も
な
い
も

の
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い

で
す
。（
※
感
想
は
原
文
の
ま
ま
掲
載
）

なぜ なぜ 人権 － あらゆる差別をなくすことをめざして － ■問い合わせ＝人権・同和教育課（☎23・2074）

知
ら
な
い
こ
と
は
差
別
で
あ
り
、

恐
ろ
し
い
こ
と

人
権
セ
ミ
ナ
ー
っ
て
？

ね
ら
い
は
？

２
０
０
９
年
度
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は

こ
ん
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た

学
ん
で

み
ま
せ
ん
か 

「
人
権
セ
ミ
ナ
ー・や
め
２
０
０
９
」「
第
２
回
上
陽
校
区
人
権
セ
ミ
ナ
ー
」を
終
え
て

21
世
紀
に
生
き
る
あ
な
たへ

開講式のあとの人権コンサート（第2回上陽校区人権セミナー）

開講式のあとの人権コンサート

（人権セミナーやめ2009）

フィールドワークで
説明を聞く参加者

中村久子さんの講演では、被差別部落の歴史を学びました

子どもの携帯電話について
実態と対応を学びました

ほ
か
の
講
座
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で

も
、「
初
め
て
知
っ
た
」「
知
ら
な

い
こ
と
は
差
別
で
あ
り
、
恐
ろ
し
い
こ
と

で
あ
る
」「
も
っ
と
多
く
の
人
に
参
加
を

呼
び
か
け
る
べ
き
だ
」
な
ど
の
声
も
多
く

聞
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
人

権
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ま
ず
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
の
実
態
を
正
し
く

知
ら
せ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
（
世
論
を
動
か
す
人
）
の
育
成

と
位
置
づ
け
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
の
貴
重

な
ご
意
見
、
ご
感
想
を
も
と
に
、
来
年
度

も
人
権
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
新
八
女
市

で
も
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
「
人
権
文
化

に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
必
要
な
期
間
を「
受
給
資
格
期
間
」

と
い
い
ま
す
。

　
次
の
①
〜
⑦
の
期
間
を
合
計
し
て

25
年
（
３
０
０
月
）
以
上
必
要
で
す
。

①
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
た
期
間

※
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
、

一
部
納
付
（
一
部
免
除
）、
若
年
者
納

付
猶
予
、
学
生
納
付
特
例
期
間
の
う

ち
、
後
か
ら
保
険
料
を
納
め
た
（
追

納
）
期
間
も
含
み
ま
す
。

②
昭
和
36
年
４
月
以
降
の
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
等
の
加
入
期
間

③
第
３
号
被
保
険
者
で
あ
っ
た
期
間

④
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
を

受
け
た
期
間

⑤
国
民
年
金
保
険
料
の
一
部
納
付（
一

部
免
除
を
受
け
た
）
期
間

※
承
認
さ
れ
た
後
に
保
険
料
を
一
部

納
付
し
な
い
と
、
そ
の
期
間
は
未
納

期
間
と
同
じ
扱
い
と
な
り
ま
す
。

⑥
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納
付
特

例
を
受
け
た
期
間

⑦
任
意
加
入
で
き
る
人
が
加
入
し
な

か
っ
た
期
間

※
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
な
い
60
歳
以
上
65
歳

未
満
の
人
は
、
希
望
す
れ
ば
65
歳
に

な
る
ま
で
任
意
加
入
す
る
事
が
で
き

ま
す
。

●
申
し
込
み
＝
市
民
課
国
保
年
金
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

　
現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
桃
色
）
は
有
効
期
限
が
３
月
31
日
と
な
っ
て
い
ま
す

の
で
、新
し
い
被
保
険
者
証
（
藤
色
）
に
更
新
し
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
３
月
中
旬
以
降
、
各
世
帯
に
簡

易
書
留
に
て
送
付
し
ま
す
。被
保
険
者
証
が
届
い
た
ら
、

必
ず
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※
高
齢
受
給
者
証
も
新
し
く
な
り
ま
す
。
新
し
い
高

齢
受
給
者
証
に
は
赤
ス
タ
ン
プ
で 

新 

の
表
示
が
あ
り
、

発
効
期
日
が
４
月
１
日
に
な
っ
て
い
ま
す
。

※
古
い
被
保
険
者
証
お
よ
び
高
齢
受
給
者
証
は
回
収
し

ま
せ
ん
の
で
、
４
月
１
日
以
降
に
各
自
で
処
分
し
て
く

だ
さ
い
。

◉
有
効
期
限
に
つ
い
て

　
有
効
期
限
は
通
常
、
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
で

す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
平
成
22
年
度
中
に
75
歳
に
な
る
人
は
、
誕
生
日
の
前

の
日
ま
で
…
…
75
歳
に
な
る
誕
生
日
の
前
の
月
に
、「
後

期
高
齢
者
被
保
険
者

証
」が
送
付
さ
れ
ま
す
。

▽
退
職
被
保
険
者
及

び
被
扶
養
者
の
人
は
、

65
歳
に
な
る
月
の
月

末
（
誕
生
日
が
月
の
初

日
の
場
合
は
そ
の
前
の

月
）
ま
で
…
…

　
有
効

期
限
が
切
れ
る
前
に
、

一
般
被
保
険
者
証
を
送

付
し
ま
す
。

◉
別
に
被
保
険
者
証
の

交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す

　
施
設
に
入
所
中
、
遠
方
の
学
校
に
在
学
中
な
ど
の
た

め
別
の
被
保
険
者
証
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
４

月
１
日
以
降
の
入
所
証
明
書
や
在
学
証
明
書
と
被
保

険
者
証
、印
鑑
を
持
参
の
上
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
毎
年
度
、
手
続
き
が
必
要
で
す
。

○
被
保
険
者
証
を
発
送
し
た
後
、
３
月
31
日
ま
で
に
国

保
の
異
動
（
転
入
・
転
出
・
保
険
証
変
更
）
が
あ
る
場

合
は
、
新
旧
２
つ
の
被
保
険
者
証
を
持
参
の
上
、
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
被
保
険
者
証
更
新
時
、
本
年
度
の
み
４
月
１
日
よ
り

使
用
の
該
当
者
へ

①
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
②
特
定
疾
病
療
養
受
療
証
を
別
便
で
送
付
し

ま
す
。

国 民 年 金み な のん

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期

間
が
足
り
な
い
と
き

年金は世代と世代の思いやり

　

月
に
一
度
、
年
金
事
務
所
の

職
員
が
八
女
商
工
会
議
所
で
個

別
に
年
金
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
相
談
日
＝
３
月
17
日
（
水
）

●
時
間
＝
10
時
〜
12
時
、
13
時

〜
15
時

●
場
所
＝
八
女
商
工
会
議
所

●
問
い
合
わ
せ
＝
久
留
米
年
金

事
務
所
（
☎
０
９
４
２
・
３
３
・

６
２
０
６
）

談

相

年

金

平成22年
４月から

平成22年
４月から

国民年金保険料が

「15，100円」
に変わります。
※平成22年３月までは
   「14，66０円」です。

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
」

「
高
齢
受
給
者
証
」
が
新
し
く
な
り
ま
す

●
被
保
険
者
証
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

　

※
直
通
に
な
り
ま
す

▽
八
女
市
役
所 

市
民
課 

国
保
年
金
係

　（
☎
２
３
・
１
１
１
６
）

▽
黒
木
総
合
支
所 

市
民
生
活
課 

国
保
年
金
係

　（
☎
４
２
・
１
１
１
３
）

▽
立
花
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課 

市
民
・
税
務
係

　（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
上
陽
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課 

市
民
生
活
福
祉
係

　（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
矢
部
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課 

市
民
・
税
務
係

　（
☎
４
７
・
３
１
１
２
）

▽
星
野
支
所 

市
民
生
活
福
祉
課 

市
民
・
税
務
係

　（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

「高齢受給者証」は
 新 の表示（赤色）を
確認してください。

「国民健康被保険
者証」は藤色にな
ります。
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約
30
人
が
参
加
し
て
２
月
14
日
㈰
、
タ
イ
ム
バ
ン

キ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
が
、
旧
川
口
邸
（
上
陽
町
轟
）
で

開
か
れ
ま
し
た
。
タ
イ
ム
バ
ン
キ
ン
グ
と
は
我
が
国

の
″
結
い
〞
や″
も
や
い
〞
な
ど
と
呼
ば
れ
る
相
互
扶

助
と
同
様
の
制
度
で
、
１
時
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

業
に
つ
き
１
ク
レ
ジ
ッ
ト
が
発
行
さ
れ
、
別
の
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
セ
ミ

ナ
ー
に
は
タ
イ
ム
バ
ン
キ
ン
グ
の
先
進
で
あ
る
イ
ギ

リ
ス
・
ウ
エ
ー
ル
ズ
の
リ
ー
・
タ
ー
ナ
ー
さ
ん
と
ド
ー

ン
・
デ
イ
ビ
ー
ズ
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
と
し
て
招
か
れ
、

通
訳
を
通
し
て
先
進
的
な
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
人
は
「
過
疎
・
高
齢
化
す
る
地
域

で
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
が
大
切
な
こ
と
が
よ
く
分

か
り
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
第
13
回
雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
２
月
14
日
㈰
八

女
文
化
会
館
で
あ
り
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
市
内
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
１
４
８
人
が
か

わ
い
い
お
内
裏
様
と
お
雛
様
姿
で
参
加
。
十
二
単
衣
の
お
雛
様
に
扮
し
た
八
女
津
媛
の
松
尾

美
佳
さ
ん
ら
と
と
も
に
白
壁
の
町
並
み
を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
ひ
な
ま
つ
り
の
歌
を
元
気

い
っ
ぱ
い
歌
い
な
が
ら
歩
く
子
ど
も
た
ち
に
、
沿
道
か
ら
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
市
内
幼
稚
園
・
保
育
所
（
園
）
児
に
よ
る
お
ひ
な
さ
ま
パ
レ
ー
ド
は
、
２
月
28
日
㈰
と
３

月
14
日
㈰
に
も
あ
り
ま
す
。

　
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
の
初
日
、
横
町
町
家
交
流
館
に
は
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
ま
し
た
。

母
屋
に
ず
ら
り
と
展
示
さ
れ
て
い
る
お
雛
様
と
一
緒
に
記
念
撮
影
す
る
人
や
、
八
女
の
箱
雛

を
興
味
深
そ
う
に
眺
め
る
人
の
姿
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
つ
り
は
３
月
22
日
（
振
休
）
ま

で
あ
り
、
期
間
中
は
ピ
ン
ク
の
提
灯
を
下
げ
て
い
る
民
家
や
商
店
で
雛
飾
り
を
見
学
で
き
ま

す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

雛
の
里
・
八
女
ぼ
ん
ぼ
り
ま
つ
り
が
開
幕 

タ
イ
ム
バ
ン
キ
ン
グ
を
学
ぶ

八女・上陽

かわいいお内裏様とお雛様

横町町家交流館では飾られた箱雛などを眺めていました

セミナーで説明をするリー・ターナーさん（中央）

生い茂った葦を草刈り機で刈り取っていきました

14

「
子
ど
も
が
遊
べ
る
川
に
」
と
２
月
14
日
㈰
、
立
花
の

中
島
行
政
区
で
集
落
を
流
れ
る
中
島
川
の
清
掃
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
１
４
２
世
帯
か
ら
約
１
０
０
人
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
参
加
し
、
川
を
覆
う
よ
う
に
茂
っ
て
い
た
葦
を
刈
り
、
空

き
缶
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
を
拾
い
ま
し
た
。
２
台
の
シ
ョ
ベ

ル
カ
ー
も
出
動
し
、
土
砂
を
片
側
に
寄
せ
、
水
の
流
れ
を

確
保
し
ま
し
た
。

中
島
川
は
江
戸
時
代
、
柳
川
藩
が
作
っ
た
農
業
用
水
路
。

昭
和
40
年
ご
ろ
ま
で
は
、
川
底
に
た
ま
っ
た
泥
を
田
や
畑
に

上
げ
て
い
た
た
め
、
子
ど
も
が
遊
べ
る
き
れ
い
な
流
れ
で
し

た
。
泥
を
上
げ
な
く
な
っ
た
た
め
、
土
砂
が
た
ま
り
、
川
面

が
隠
れ
る
ほ
ど
に
葦
が
茂
っ
て
い
ま
し
た
。
中
島
川
を
き
れ

い
に
す
る
取
り
組
み
は
昨
年
に
引
き
続
き
2
回
目
。
参
加

し
た
住
民
は
「
昔
の
よ
う
に
子
ど
も
が
遊
べ
る
川
に
し
た
い

で
す
ね
。み
ん
な
が
自
主
的
に
参
加
し
て
い
る
行
事
な
の
で
、

苦
に
な
り
ま
せ
ん
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

川
を
き
れ
い
に

立
花
町
中
島
行
政
区

立 花
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星
野
村
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
「
星
の
ふ
る
さ
と
・
冬
ま
つ
り
」
が
２
月
13
日

㈯
14
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
企
画
と
し
て
、

ハ
ー
ト
形
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
準
備
。
こ
れ
に
火
を
灯
し
た
の
は
、
垣
内
康

輔
さ
ん
・
宮
武
彰
子
さ
ん
の
カ
ッ
プ
ル
。
二
人
は
「
星
野
村
に
く
る
の
は
初

め
て
。
こ
ん
な
素
敵
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で
き
て
う
れ
し
い
し
、
記
念
に
な

り
ま
し
た
」
と
仲
良
く
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と

は
、
参
加
者
全
員
で
、
会
場

内
の
竹
と
う
ろ
う
７
０
０
０

本
に
点
火
。
会
場
内
は
竹
と

う
ろ
う
の
や
さ
し
い
灯
り
に

つ
つ
ま
れ
、
幻
想
的
な
景
色

が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

矢
部
小
学
校
の
４・５
年
生
25
人

と
大
野
城
市
立
平
野
小
学
校
５
年

生
88
人
は
、
２
月
９
日
㈫
に
飯
干

地
区
で
植
林
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
体
験
を
通
じ
て
林
業
に
関
わ

る
人
々
の
努
力
に
気
付
く
と
と
も

に
、
山
や
資
源
を
大
切
に
し
よ
う

と
す
る
こ
こ
ろ
を
育
む
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
あ

い
に
く
の
雨
。
児
童
は
、
な
れ
な

い
山
の
斜
面
で
の
作
業
で
し
た
が
、

森
林
組
合
と
愛
林
ク
ラ
ブ
の
人
々

か
ら
の
指
導
を
受
け
、
ス
ギ
の
苗

木
約
４
０
０
本
を
植
え
ま
し
た
。

黒
木
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
（
下
川
紘
一
代
表
）

と
Ｒ
Ｋ
Ｂ
ラ
ジ
オ
カ
ー
「
ス
ナ
ッ
ピ
ー
」
と

の
卓
球
対
決
の
取
材
が
１
月
27
日
㈬
に
八
女

市
黒
木
体
育
館
で
あ
り
ま
し
た
。
黒
木
町
で

は
、
２
０
０
６
年
か
ら
卓
球
の
町
く
ろ
ぎ
の
創

設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
。
町
内
愛
好
者
が

２
２
３
人
、
大
会
参
加
者
が
年
間
１
０
０
０

人
に
達
し
て
い
ま
す
。
放
送
で
は
、「
卓
球
対

決
３
ポ
イ
ン
ト
勝
負
」
と
題
し
て
ス
ナ
ッ
ピ
ー

と
対
決
。
対
決
し
た
黒
木
ピ
ン
ポ
ン
ク
ラ
ブ
の

江
田
ヒ
サ
ノ
さ
ん
（
68
歳
）
は
、「
卓
球
を
始

め
て
楽
し
い
。
先
輩
方
も
い
い
し
、
教
え
て
い

た
だ
き
上
達
し
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

平
成
21
年
度
福
岡
県
茶
業
共
進
会

褒
賞
授
与
式
が
、
１
月
20
日
㈬
に
う

き
は
市
民
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
玉
露

園
の
部
で
城
昌
史
さ
ん
（
黒
木
町
北

大
淵
）、
幼
木
園
の
部
で
溝
田
耕
一
さ

ん
（
黒
木
町
笠
原
）
が
最
優
秀
賞
に

輝
き
ま
し
た
。
茶
業
共
進
会
は
、
茶

の
品
質
向
上
と
生
産
改
善
を
図
り
、

茶
業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
茶
の
品
評

会
で
す
。
と
も
に
、
圃
場
形
態
、
栽

培
管
理
、
樹
勢
、
仕
立
に
つ
い
て
優

秀
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ス
ナ
ッ
ピ
ー
と
卓
球
対
決
！

卓
球
の
町
く
ろ
ぎ
創
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

資
源
を
大
切
に
す
る
こ
こ
ろ
を
育
む 

矢
部
小
植
林
体
験

早
起
き
し
て
作
っ
た
よ
！

黒
木
小
「
手
作
り
弁
当
の
日
」

Ｗ
受
賞
！

茶
業
共
進
会
褒
章
授
与
式

山
里
を
照
ら
す
や
さ
し
い
灯
り

星
の
ふ
る
さ
と
・
冬
ま
つ
り

左から溝田耕一さん、出品代理者の城昌雄さん

自分で作ったお弁当と家族と一緒の食事で自然と笑顔がこぼれます

山の斜面に苗木を植えていきました

スナッピーと黒木ピンポンクラブのみなさん

黒
木
小
学
校
で
は
、
１
月
22
日
㈮

の
「
手
作
り
弁
当
の
日
」
に
親
子
会

食
会
を
行
い
ま
し
た
。
５・６
年
生
96

人
が
、
自
分
で
手
作
り
し
た
弁
当
を

持
参
。
訪
れ
た
家
族
が
給
食
を
、
児

童
は
手
作
り
弁
当
を
味
わ
い
ま
し
た
。

黒
木
小
学
校
は
弁
当
の
日
実
施
モ
デ

ル
校
と
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
児
童
の
一

人
は
「
今
日
は
５
時
半
に
起
き
ま
し

た
。
弁
当
づ
く
り
は
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
自
分
で
作
っ
た
弁
当
は
お
い
し

か
っ
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

黒 木

星 野

平和の火から採火した火をとも
しました

矢 部
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お
知

ら
せ

子
育
ち
支
援
掲
示
板
　
3
月

●
日
時
＝
３
月
21
日
㈰
10
時
〜
11
時
45
分

●
会
場
＝
共
生
の
森

●
内
容
＝
八
女
で
活
動
す
る
子
育
て

サ
ー
ク
ル
が
子
育
て
に
つ
い
て
語
り
ま

す
。
※
託
児
定
員
30
人
、
先
着
順

●
問
い
合
わ
せ
・
託
児
申
し
込
み
＝
子

育
ち
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
め
事
務
局
（
共

生
の
森
内
）（
☎
３
０
・
２
５
６
６
）

●
日
時
＝
３
月
７
日
㈰
14
時
30
分
〜

●
会
場
＝
筑
邦
銀
行
八
女
支
店

●
内
容
＝
街
路
灯
・
防
犯
灯
点
灯
式

に
伴
い
開
催
し
ま
す
。
八
女
ジ
ュ
ニ
ア

合
唱
団
、
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
、
馬
場
姉

妹
（
三
味
線
）、
少
年
少
女
和
太
鼓
、

Ｚ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
、
八
女
消
防
本
部
音
楽
隊

な
ど
出
演
。
先
着
２
０
０
人
に
記
念

品
あ
り
。

※
駐
車
場
は
筑
後
信
用
金
庫
、
西
日

本
シ
テ
ィ
銀
行
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
日
の
出
町
商
店
会

清
水
さ
ん
（
☎
２
２
・
３
９
０
１
）

●
日
時
＝
３
月
６
日
㈯
10
時
〜

●
会
場
＝
西
日
本
短
大
附
属
高
校

●
内
容
＝
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
現
場

か
ら
」（
仮
題
）
講
師
・
田
口
淳
一
氏

●
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
２
３
・
５
６
６
２
）

　
新
八
女
市
の
誕
生
を
祝
い
、
く
ろ
ぎ

起
源
会
の
協
力
に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

●
日
時
＝
３
月
14
日
㈰
９
時
〜
受
付
、

９
時
40
分
出
発
式
、
10
時
ス
タ
ー
ト

※
申
し
込
み
不
要
、
雨
天
決
行

●
集
合
場
所
＝
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
八
女

●
コ
ー
ス
＝
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
を

含
む
約
10
キ
ロ
を
歩
き
ま
す

●
参
加
費
＝
３
０
０
円
※
昼
食
・
飲

料
水
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会
・
鶴

さ
ん（
☎
０
９
０・３
３
２
６・３
１
３
３
）

●
日
時
＝
４
月
４
日
㈰
９
時
30
分
受

付
、
10
時
30
分
出
発

●
集
合
場
所
＝
南
仙
か
わ
ば
た
公
園

（
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
横
）

※
雨
天
時
は
黒
木
体
育
館

●
コ
ー
ス
＝
黒
木
助
能
・
春
日
局
コ
ー

ス
15
キ
ロ
／
黒
木
四
郎
・
阿
波
局
コ
ー

ス
12
キ
ロ
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ー
ス
９
キ
ロ

●
参
加
費
＝
中
学
生
以
上
６
０
０
円
、

小
学
生
以
下
３
０
０
円
※
昼
食
・
飲

料
水
は
各
自
持
参
く
だ
さ
い
。
だ
ご

汁
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

●
申
し
込
み
＝
３
月
31
日
㈬
ま
で
に

久
保
薬
局
へ
（
℻
４
２
・
３
６
８
７
）

●
問
い
合
わ
せ
＝
く
ろ
ぎ
起
源
会
・
伊

藤
さ
ん
（
☎
夜
間
４
２
・
０
７
７
５
）

●
日
時
＝
３
月
28
日
㈰
９
時
出
発

※
少
雨
決
行
、強
雨
の
場
合
は
４
月
４
日
㈰

●
集
合
場
所
＝
一
念
寺
駐
車
場

●
コ
ー
ス
＝
一
念
寺
〜
八
女
中
央
大
茶

園
※
往
復
７
キ
ロ

●
参
加
費
＝
一
般
１
５
０
円（
保
険
料
）

●
問
い
合
わ
せ
＝
世
話
人
代
表
久
木

原
さ
ん
（
☎
２
３
・
５
４
９
６
）

●
日
時
＝
３
月
７
日
㈰
10
時
〜
15
時

●
会
場
＝
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容
＝
芸
能
大
会
、
お
茶
の
会
、
生

け
花
展
、
書
道
展
　
※
生
け
花
、
書

道
は
６
日
も
あ
り
ま
す
。
７
日
は
弁

当
や
た
こ
焼
き
な
ど
も
販
売
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
田
中
さ
ん

（
☎
５
４
・
２
０
４
４
）

●
日
時
＝
３
月
12
日
㈮
６
時
30
分
〜

■楽しく食育「米粉のシフォンケーキと
ふなやきを作ろう」※要申込、参加費200円
●日時＝３/11㈭10時 30分～
■高田先生と話してスッキリ！
●日時＝３/12㈮10時30分～※託児要申込
■にこにこバースデー♪
●日時＝３/18㈭10時 30分～
■いっしょにあそぼ！（おりがみあ・そ・び）
●日時＝３/20㈯10時 30分～
■ママとふあふあほっぺ（講師：田中もとこさん）
●日時＝３/23㈫10時30分～※要申込・30組

■あそびの広場（会場＝ほほえみ）
●日時＝３/11㈭、13㈯、16㈫、18㈭、
20㈯、25㈭、29㈪、30㈫／
（月曜～金曜）９時30分～15時 30分
（土曜）９時30分～13時
■移動サロン
●日時・会場＝３/1㈪東公民館、３/9

㈫児童センター、３/12 ㈮上陽公民館、
３/19㈮八女文化会館、３/26㈮西公民
館※いずれも10時～12時
■ほほえみサロン（会場＝ほほえみ）
●赤ちゃん広場（生後４か月～15か月）
３/10㈬、３/17㈬９時30分～12時
●ほほえみ広場（生後16か月～就学前）
３/2㈫、３/15㈪９時30分～12時
■パパママ広場（会場＝ほほえみ）
●日時＝３/27㈯ 10時～12時
■プレママ広場 ※今からママになる人対象
●日時・会場＝3/5㈮八女中央保育園、
３/8㈪忠見保育園※いずれも10時～12時
■保育士体験　保育室におじゃまします
●日時・会場＝３/24㈬10時３０分～１１時
３０分／岡山保育所※定員１０人（先着順）
■子育てママのリフレッシュタイム（会場＝ほほえみ）
●日時＝３/4㈭10時 30分～11時 30分
※春のメイク講座、定員２０人（先着順）

■エンジェルルーム「ひなまつり」
●日時＝３/３㈬10時 30分～12時

■みんなであそぼう「お楽しみ会」
●日時＝３/14㈰10時 30分～12時
■子育て座談会
●日時＝３/19㈮10時 30分～12時

■おしゃべり会（会場＝きらきら）
●日時＝毎週月曜日11時～
■戸外あそび（会場＝北山保育所）
●日時＝毎週水曜日10時～
■作って遊ぼう（会場＝きらきら）
●日時＝３/5㈮10時 30分～
■食育（会場＝きらきら）
●日時＝３/12㈮10時 30分～
■英語であそぼう（会場＝きらきら）
●日時＝３/15㈪10時 30分～
■手づくりおやつ（会場＝きらきら）
●日時＝３/19㈮13時 30分～
■たんじょう会（会場＝きらきら）
●日時＝３/26㈮11時～
■おはなし会・おわかれ会（会場＝きらきら）
●日時＝３/29㈪10時 30分～
■臨時子育て支援センター（会場＝辺春コミュニティセンター）
●日時＝３/２㈫、16㈫10時～13時

子
育
て
マ
マ
・
パ
パ
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

日
の
出
町
商
店
会

音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

西
短
文
化
講
演
会

吉
田
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
Ｃク

ラ

ブ

ｌ
ｕ
Ｂ

（
八
女
中
央
大
茶
園
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
）

福
岡
県
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会・八
女
あ
る
こ
う
会

（
ウ
オ
ー
ク
日
本
１
８
０
０
）

黒
木
起
源
会
（
黒
木
・
城
山

さ
く
ら
ウ
オ
ー
ク
２
０
１
０
）

上
陽
総
合
文
化
祭

㈳
八
女
青
年
会
議
所・
早
朝
清
掃

立花町子育て支援センターきら
きら

会場・問い合わせ=きらきら（
☎24・9090）

つどいの広場　ちゃちゃっこ
会場・問い合わせ=共生の森（

☎30・2566）

子育て支援センター　ほほえ
み

問い合わせ=ほほえみ（☎22
・4726）

黒木町チャイルドルーム　ピ
コロ

会場・問い合わせ=ふじの里（
☎42・3301）
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●
集
合
場
所
＝
福
島
小
学
校
体
育
館
下

●
内
容
＝
八
女
公
園
、
福
島
八
幡
宮
、

清
水
公
園
な
ど
を
清
掃
。
清
掃
後
に

豚
汁
と
お
に
ぎ
り
を
用
意
し
、
７
時

30
分
終
了
予
定
。※
皿
、お
椀
、箸
、コ
ッ

プ
、
軍
手
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
青
年
会
議
所

事
務
局
（
☎
２
４
・
４
０
２
２
）

●
日
時
＝
３
月
10
日
㈬
13
時
30
分
〜
15
時

●
会
場
＝
八
女
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議
室

●
内
容
＝
緒
方
由
喜
子
さ
ん
（
筑
後
市

立
病
院
小
児
科
医
長
）
の
講
演
「
こ
ど

も
が
救
急
の
と
き
に
は
ど
う
す
る
の
？
家

庭
で
の
対
応
と
小
児
救
急
の
か
か
り
方
」

●
対
象
＝
関
心
あ
る
人

※
先
着
１
０
０
人
、
要
申
込

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
総
務
企
画
課

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
１
１
）

●
日
時
＝
３
月
12
日
㈮
14
時
〜
16
時

●
会
場
＝
八
女
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議
室

●
内
容
＝
矢
野
真
弓
さ
ん
（
久
留
米
大

学
医
療
セ
ン
タ
ー
）の
講
演
「
強
皮
症・

皮
膚
筋
炎
・
多
発
性
筋
炎
に
つ
い
て
」

●
対
象
＝
患
者
及
び
家
族
の
人

※
要
申
込
（
３
月
９
日
ま
で
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
健
康
増
進
課

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
８
５
）

●
日
時
＝
３
月
26
日
㈮
14
時
〜
16
時

●
会
場
＝
八
女
総
合
庁
舎
２
階
大
会
議
室

●
内
容
＝
精
神
科
医
師
・
甲
斐
保
さ

ん
（
甲
斐
病
院
院
長
）
の
講
演
、「
心

の
病
〜
精
神
疾
患
の
理
解
と
対
応
に

つ
い
て
〜
統
合
失
調
症
を
中
心
に
」

●
対
象
＝
家
族
、
地
域
で
支
援
に
か
か

わ
る
人
、
関
心
の
あ
る
人
※
要
申
込

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
南
筑
後

保
健
福
祉
環
境
事
務
所
精
神
保
健
係

（
☎
０
９
４
４
・
７
２
・
２
１
７
６
）

●
日
時
＝
３
月
27
日
㈯
14
時
〜
15
時

●
会
場
＝
川
﨑
病
院
第
一
会
議
室

●
内
容
＝
増
田一紀
さ
ん（
ビ
ハ
ー
ラ
光
風

施
設
長
）
の
講
演「
介
護
老
人
保
健
施

設
の
役
割（
老
健
っ
て
ど
ん
な
と
こ
？
）」

●
定
員
＝
40
人
※
要
申
し
込
み

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
川
崎
病

院
（
☎
２
３
・
３
０
０
５
）

　
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
多

く
の
皆
さ
ん
と
語
り
あ
い
、考
え
ま
す
。

●
日
時
＝
３
月
７
日
㈰
10
時
〜
16
時
30
分

●
場
所
＝
九
州
国
立
博
物
館
（
太
宰
府
）

●
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
都
市
計
画

課
（
☎
０
９
２
・
６
４
３
・
３
７
１
２
）

　
水
道
事
業
者
が
行
う
水
質
検
査
に

つ
い
て
は
、
水
道
法
に
基
づ
き
検
査
計

画
を
作
成
し
、
公
表
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
平
成
22
年
度
に
行
う
八
女

市
上
下
水
道
水
質
検
査
計
画
（
案
）

お
よ
び
八
女
市
簡
易
水
道
水
質
検
査

計
画
（
案
）
を
作
成
し
ま
し
た
の
で
、

八
女
市
上
下
水
道
局
の
窓
口
で
こ
の

計
画
（
案
）
を
閲
覧
し
て
い
た
だ
き
、

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
期
間
＝
３
月
１
日
㈪
〜
15
日
㈪

●
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局

（
☎
２
３
・
１
１
０
７
）

　
安
全
・
安
心
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
こ
だ
わ

り
野
菜
を
栽
培
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ふ

れ
あ
い
農
園
は
、
農
産
物
を
育
て
る

楽
し
さ
、
収
穫
す
る
喜
び
を
肌
で
実

感
で
き
、「
土
と
遊
び
、土
と
ふ
れ
あ
う
」

体
験
型
農
園
で
す
。

●
募
集
区
画
＝
１
０
０
区
画
（
１
区

画
20
平
方
メ
ー
ト
ル
）

●
貸
出
期
間
＝
４
月
１
日
〜
３
月
31

日
（
１
年
間
）

●
利
用
料
＝
１
区
間
６
０
０
０
円

●
申
し
込
み
締
め
切
り
＝
３
月
26
日
㈮

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振

興
課
（
☎
２
３
・
１
１
１
８
）

　
新
体
操
教
室
は
リ
ボ
ン・ボ
ー
ル・テ
ー

プ
を
使
っ
て
、
体
育
教
室
は
跳
び
箱
・

鉄
棒
・
マ
ッ
ト
を
使
っ
て
運
動
し
ま
す
。

●
対
象
＝
〈
幼
児
ク
ラ
ス
〉
年
少
〜
年

長
〈
児
童
ク
ラ
ス
〉
小
学
１
年
〜
６
年

●
日
時
＝
〈
新
体
操
〉
毎
週
月
曜
17
時

30
分
〜
18
時
30
分〈
体
育
〉毎
週
金
曜
、

幼
児
16
時
30
分
〜
児
童
17
時
30
分
〜

●
場
所
＝
筑
後
広
域
公
園
体
育
館

●
会
費
＝
月
４
千
円
、
年
会
費
２
１
０

０
円
※
入
会
金
別
途

●
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
☎
０
９
４
２・５
３・０
０
３
９
）

　
ア
ロ
マ
の
部
屋
で
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル

を
刺
激
す
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
す
。

●
日
時
＝
毎
週
金
曜
日
13
時
30
分
〜

14
時
30
分

●
場
所
＝
筑
後
広
域
公
園
体
育
館
ほ
か

●
会
費
＝
月
２
５
０
０
円
、
年
会
費

２
１
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
＝
筑
後
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
（
☎
０
９
４
２・５
３・０
０
３
９
）

小
児
救
急
講
演
会

強
皮
症
・
皮
膚
筋
炎
・
多
発

性
筋
炎
講
演
会

精
神
疾
患
に
関
す
る
講
演
会

八
女
市
水
道
水
質
検
査
計
画（
案
）へ
の
意
見

べ
ん
が
ら
村
ふ
れ
あ
い
農
園

新
体
操
教
室
・
体
育
教
室

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
健
康
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

川
﨑
病
院
「
ミ
ニ
健
康
教
室
」

第
４
回
福
岡
県
景
観
大
会

　中古車販売業者が商品として所有する軽自動車は、
届出があれば課税免除の対象となります。商品車の対
象となるのは、販売目的で保有し、展示しているもので、
代車・試乗車・営業車等で使用しているものは含みま
せん。詳しくはお問い合わせください。
●届出期限＝３月31㈬　●提出物＝申請書（下記窓口
にあります）、自動車検査証の写し、古物商許可証の写し、
展示状態の写真（ナンバーが確認できるもの）
●手続き・問い合わせ
◆納税課（☎23・1114）◆黒木総合支所（☎42・1113）
◆立花支所（☎23・4932）◆矢部支所（☎47・3111）
◆星野支所（☎52・3113）◆上陽支所（☎54・2218）

軽自動車税（軽自動車、バイク、農耕作業用、その他
小型車）は、毎年４月１日に所有している人に課税され
ます。「使用しなくなった」「他人に譲った」などの場合は、
廃車または名義変更などの手続きをしないと毎年課税さ
れることになります。下記窓口で手続きをしてください。
●持参する物＝ナンバープレート、来庁する人の印鑑、
自賠責の書類　※ナンバープレートや自賠責の書類を紛
失した人もお気軽にご相談ください。

車　種 手　続　き　場　所
八
女
市

ナ
ン
バ
ー

原付バイク（125cc
以下）、農耕用など 市役所納税課および各支所

久
留
米
ナ
ン
バ
ー

軽自動車 軽自動車検査協会久留米支所
（☎０９４２・２１・５６８０）

軽二輪バイク
（250cc以下）

軽自動車協会連合会久留米分室
（☎０９４２・２１・８８９３）

小型二輪バイク
（250cc超）

福岡運輸支局久留米自動車検査登録事
務所  （☎０５０・５５４０・２０８１）

軽自動車の課税について
商品車の課税免除は3月31日までに届出を

軽自動車やバイク等の廃車・名義変更は３月３１日までに

〈原付バイク等の登録変更の手続き場所〉※詳細は各所へお問い合わせください

ゆつらーっとやべがわ　３月14日㈰10時～12時、宮野公園～中川原公園コースを歩きます。
●申し込み・問い合わせ＝矢部川をつなぐ会事務局（☎080・5207・4064）※八女水の会共催
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コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ま
せ
ん

か
。
初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
※
シ
ュ
ー

ズ
・
タ
オ
ル
は
各
自
持
参
。
運
動
の
で

き
る
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
期
日
＝
３
月
28
日
㈰
９
時
〜
12
時

●
対
象
＝
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

●
参
加
費
＝
無
料

●
会
場
＝
総
合
体
育
館
２
階
球
技
場

●
問
い
合
わ
せ
＝
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
馬

渡
さ
ん（
☎
０
９
０・３
７
３
０・８
７
８
４
）

　
だ
れ
も
が
気
楽
に
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
室
内

用
運
動
靴
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
種
目
＝
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
、
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
チ
ビ
ー
な
ど

●
日
時
＝
３
月
13
日
㈯
、
27
日
㈯

20
時
〜
※
参
加
無
料

●
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

　
が
ん
と
診
断
さ
れ
、
こ
れ
か
ら
治

療
予
定
の
人
、
す
で
に
治
療
中
の
人

の
中
に
は
、
体
の
痛
み
や
不
安
・
孤

独
感
、
仕
事
や
経
済
的
な
こ
と
な
ど
、

様
々
な
つ
ら
い
症
状
が
現
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
公
立
八
女
総
合
病
院
で

は
主
に
入
院
患
者
の
人
に
対
し
、
こ

　
公
立
八
女
総
合
病
院
企
業
団
で
は
、

介
護
老
人
保
健
施
設
回
寿
苑
の
嘱
託・

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
区
分（
採
用
予
定
）＝
①
嘱
託
介

護
福
祉
士（
１
人
）②
嘱
託
介
護
員（
１

人
）③
非
常
勤
自
動
車
運
転
手（
１
人
）

●
選
考
方
法
＝
書
類
審
査
、
面
接

●
申
込
締
切
＝
３
月
31
日
㈬

●
問
い
合
わ
せ
＝
回
寿
苑
（
☎
４
２
・

３
１
３
１
）

　
自
分
で
す
い
た
和
紙
（
Ａ
３
サ
イ

ズ
）
を
木
枠
に
は
っ
て
、
ス
タ
ン
ド
型

の
灯
り
を
作
り
ま
す
。
約
１
時
間
半

で
完
成
。
左
記
日
程
の
都
合
の
い
い
時

間
で
予
約
く
だ
さ
い
。
※
先
着
順

●
日
時
＝
３
月
12
日
㈮
、
13
日
㈯
、

14
日
㈰
の
３
日
間
　
９
時
〜
15
時

●
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

●
料
金
＝
２
８
０
０
円（
材
料
代
含
む
）

●
定
員
＝
３
日
と
も
１
日
15
人
限
定

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
同
館

（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
（
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
、

ジ
ュ
ニ
ア
バ
レ
ー
）
を
親
子
で
楽
し
み
、

親
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
も
う

が
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
へ

「
緩
和
ケ
ア
」
相
談
窓
口
設
置

八
女
手
す
き
和
紙
あ
か
り
ス
タ

ン
ド
づ
く
り

回
寿
苑
嘱
託
・
非
常
勤
職
員

小・中学校のお子さんの就学について、
経済的な理由でお困りのご家庭に学

費を援助する制度があります。
●内容＝学用品費、校外活動費、給食費、
修学旅行費など
●対象＝生活保護世帯と、それに準ずる程
度に困窮している世帯　※認定にあたって
は、収入額等の審査があります。
●申し込み＝八女市教育委員会学校教育課
（☎２３・１９５４）または各支所総務課

国の教育ローンは、高校、短大、大学、
専修学校、各種学校や外国の高校・

大学等に入学・在学するお子さんをお持ち
の家庭を対象とした、公的な融資制度です。
詳しいことはお問い合わせください。
●融資額＝学生・生徒一人につき300万円以内
●利率＝年2.65％（平成22年2月9日現在）
●返済期間＝15年以内（交通遺児家庭・母
子家庭は18年以内）
●問い合わせ＝国の教育ローンコールセン
ター（☎０５７０・００８６５６ナビダイヤル）
※ナビダイヤルが利用できな場合は（☎０３・
５３２１・８６５６）

れ
ら
の
つ
ら
さ
を
取
り
除
く
「
緩
和
ケ

ア
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
公
立
病

院
の
外
来
通
院
患
者
の
人
、
公
立
病

院
以
外
の
患
者
の
人
や
そ
の
ご
家
族

に
対
し
て
は
相
談
窓
口
を
設
置
し
て
い

ま
す
。
一
人
も
し
く
は
家
族
だ
け
で
悩

ま
ず
に
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
受
付
時
間
＝
〈
平
日
〉
９
時
〜
16

時
〈
土
曜
〉
９
時
〜
12
時

●
相
談
電
話
＝
公
立
八
女
総
合
病
院

医
療
連
携
室
（
☎
２
３
・
４
１
３
１
）

（
フ
ァ
ッ
ク
ス
　
２
２
・
６
９
２
９
）

　
福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー
（
春
日
市
）
で
は
、
母

子
家
庭
の
お
母
さ
ん
ま
た
は
離
婚
協

議
中
の
人
を
対
象
に
、
療
育
費
の
電

話
相
談
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
受
付
時
間
＝
平
日
９
時
〜
16
時

●
相
談
電
話
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・

３
９
３
１
）

　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
本
人

ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
人
は
、
土
地
ま

た
は
家
屋
の
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き

ま
す
（
償
却
資
産
は
除
く
）。
縦
覧
を

希
望
す
る
人
は
、
運
転
免
許
証
、
パ

ス
ポ
ー
ト
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

な
ど
、
本
人
を
証
明
す
る
も
の
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
（
代
理
人
も
本
人

を
証
明
す
る
も
の
が
必
要
で
す
）。

　
な
お
、
本
庁
で
は
八
女
市
全
域
を
、

各
支
所
で
は
旧
町
村
管
轄
分
の
縦
覧

と
な
り
ま
す
。

●
期
間
＝
４
月
１
日
㈭
〜
30
日
㈮
８

時
30
分
〜
17
時
※
土
日
・
祝
日
を
除

く
。
水
曜
は
19
時
ま
で
。

●
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝

▽
本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
２
）

▽
黒
木
総
合
支
所
市
民
生
活
課

（
☎
４
２
・
１
１
１
３
）

▽
上
陽
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
４
・
２
２
１
８
）

▽
立
花
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
２
３
・
４
９
３
２
）

▽
矢
部
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
市
民
生
活
福
祉
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

　
心
身
障
害
児
保
育
事
業
で
は
、し
ょ

う
が
い
が
あ
る
小
・
中
・
高
生
を
対
象

に
学
童
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。
利
用

に
は
申
請
登
録
が
必
要
で
す
。

●
対
象
児
童
＝
八
女
市
に
居
住
し
、

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
を

持
つ
18
歳
未
満
の
児
童
及
び
同
等
の

固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

療
育
費
の
電
話
相
談

心
身
障
害
児
保
育
事
業

ご存じですか

国の教育ローン制度

就学援助制度
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し
ょ
う
が
い
を
認
め
ら
れ
る
児
童

●
申
請
方
法
＝
ひ
ま
わ
り
学
童
に
て

申
請
書
提
出
、
面
談
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
２
３
・
１
３
５
１
）

　
遊
休
農
用
地
の
解
消
や
農
用
地
の

有
効
利
用
の
た
め
、
安
心
し
て
農
用

地
の
貸
し
借
り
が
で
き
る
「
農
用
地

利
用
集
積
事
業
」
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
約
束
の
期
限
が
来
る
と

離
作
料
な
し
で
農
用
地
が
確
実
に
貸

し
手
に
返
っ
て
き
ま
す
。
農
用
地
の
新

規
貸
借
や
再
設
定
を
行
う
人
は
、
本

庁
農
業
振
興
課
及
び
各
支
所
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
＝
３
月
１
日
㈪
〜
31
日
㈬

●
問
い
合
わ
せ
＝
▽
本
庁
農
業
振
興

課
（
☎
２
３
・
１
１
１
８
）

▽
黒
木
総
合
支
所
産
業
経
済
課

（
☎
４
２
・
１
１
１
５
）

▽
立
花
支
所
産
業
経
済
課

（
☎
２
３
・
４
９
４
０
）

▽
上
陽
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
５
４
・
２
２
１
９
）

▽
矢
部
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

▽
星
野
支
所
建
設
経
済
課

（
☎
５
２
・
３
１
１
１
）

山
の
井
用
水
路

●
期
間
＝
３
月
15
日
㈪
〜
４
月
15
日
㈭

中
の
井
用
水
路

●
期
間
＝
３
月
７
日
㈰
〜
３
月
21
日
㈰

●
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
振
興
課

（
☎
２
３
・
１
１
１
９
）

　
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
体
育
館

や
運
動
場
を
開
放
し
て
い
ま
す
。
利

用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用
者
の
会
」

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

《
４
月
利
用
者
の
会
》

●
期
日
＝
３
月
20
日
㈯

●
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30
分
〜

福
島
小
、
長
峰
小
、
福
島
中
▽
14
時

15
分
〜
八
幡
小
、
岡
山
小
、
西
中
▽

15
時
〜
上
妻
小
、
三
河
小
、
南
中
▽

15
時
45
分
〜
忠
見
小
、
川
崎
小
、
北

川
内
小
、
見
崎
中
、
上
陽
中

●
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育

館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

※
利
用
者
の
会
に
参
加
す
る
た
め
に

は
事
前
に
団
体
登
録
が
必
要
で
す
。

　
大
会
等
で
施
設
を
使
用
す
る
場
合
、

優
先
的
に
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
優
先
予
約
が
で
き
る
大
会
は
、

市
内
大
会
以
上
の
規
模
が
大
き
い
も

の
に
限
り
ま
す
。
優
先
予
約
を
希
望

す
る
場
合
は
、
八
女
市
総
合
体
育
館

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
み
＝
３
月
２
日
㈫
〜

●
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館

（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

●３月４日㈭・18日㈭13時～16時
　／法務局八女支局
　　※要予約☎２３・２６０３
●３月12日㈮13時 30分～16時
　／社会福祉会館
　　※要予約☎２３・０２９４
●３月26日㈮13時 30分～16時
　／地域福祉センター（上陽）
　　※要予約☎５４・３００３
●３月19日㈮13時 30分～16時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
　　※要予約☎４２・３３２０
●３月19日㈮10時～12時
　／商工会議所※要予約☎２２・５１６１

多重債務相談
●毎週火曜13時 30分～16時
　／社会福祉会館
　※要予約☎０９４２・３０・０１４４
消費生活相談（来訪または電話相談）
●毎週月・水・金曜８時30分～16時30分
　／消費生活相談窓口☎２３・１１８３
男女共同参画推進支援委員相談
●３月１１日㈭13時 30分～16時 30分
　／男女共同参画・生涯学習課
　※要予約☎２３・１３１４
女性相談
●３月22日㈫９時～12時／働く婦人の家
なんでも人権相談
●３月５日㈮10時～15時
　／社会福祉会館
●３月10日㈬10時～15時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
行政相談
●３月４日㈭13時～16時／社会福祉会館
●３月８日㈪13時 30分～16時
　／地域福祉センター（上陽）
●３月３日㈬・17日㈬９時30分～12時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
●３月15日㈪９時～12時
　／立花市民センター（立花）
司法書士相談
●３月19日㈮13時 30分～16時
　／社会福祉会館
心配ごと相談
●３月３日㈬・17日㈬・31日㈬13時30分
～16時／社会福祉会館
●３月10日㈬・24日㈬13時30分～16時
　／地域福祉センター（上陽）
●３月３日㈬・17日㈬９時30分～12時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
●３月10日㈬・24日㈬９時30分～12時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）

税務相談
●３月８日㈪10時～15時／商工会議所
社会保険相談
●３月17日㈬10時～15時／商工会議所
不動産相談
●３月24日㈬13時～15時／商工会議所
創業・経営支援相談会
●３月15日㈪13時30分～16時30分
　／商工会議所
日本政策金融公庫相談
●３月５日㈮13時～15時／商工会議所
補聴器の修理と相談
●３月16日㈫13時～14時30分／市役所
●３月１１日㈭９時～10時
　／地域福祉センター（上陽）
●３月12日㈮・16日㈫10時～12時
　／地域交流センターふじの里（黒木）
●３月２日㈫・16日㈫10時～12時
　／総合保健福祉センターかがやき（立花）
●３月25日㈭10時～12時／星野支所
家庭児童相談室
●平日９時30分～16時
　／市役所内（☎２３・１４４８）
精神保健福祉相談
●毎週月曜14時 30分～16時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁
　舎（八女総合庁舎）
　（要予約☎０９４４・７２・２１７６）
エイズ検査とエイズ電話相談
●毎週月曜14時～15時
　／南筑後保健福祉環境事務所分庁
　舎（八女総合庁舎）
　（☎０９４４・７２・２８１２）

教育相談
●平日９時～17時／八女市教育研究所
　（☎０１２０・７８４・１１０）
教育相談
●無休・24時間受付／南筑後教育事務所
　（☎０９４２・５２・４９４９）
交通事故相談
●平日９時30分～12時・13時～16時40分
　／日本損害保険協会
　（☎０９２・７１３・７３１８）
犯罪被害者相談電話
●平日９時～18時／県警察本部
　（☎０９２・６３２・７８３０）
難病ホットライン
●平日8時30分～17時15分
　／南筑後保健福祉環境事務所
　（☎０９４４・７２・２６１０）
多重債務相談
●平日９時～12時・13時～17時
　／福岡財務支局
　（☎０９２・４１１・７２９１）

春
季
停
水
の
お
知
ら
せ

小・中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

相談
はお気軽にどうぞ

無料法律相談

その他の相談

電 話 相 談

22
年
度
の
大
会
に
お
け
る
施
設

予
約
開
始
に
つ
い
て

安
心
し
て
農
用
地
の
貸
し
借
り
を



編
集
後
記

▼
黒
木
町
に
引
き
続
き
、
新
八
女
市

で
も
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

２
月
１
日
の
開
庁
式
、
開
所
式
。
立

花
か
ら
黒
木
、
矢
部
、
星
野
と
ま
わ

り
、
改
め
て
新
八
女
市
の
広
さ
を
実

感
。
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る

い
ろ
ん
な
人
達
と
の
出
会
い
へ
の
期

待
。と
に
か
く
新
た
な
気
持
ち
で『
新

八
女
市
』
の
魅
力
を
見
つ
け
、
み
な

さ
ん
に
お
伝
え
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
。
と
は
い
え
、
広
報
く
ろ
ぎ
で
は
、

ほ
と
ん
ど
書
く
こ
と
が
な
か
っ
た
編

集
後
記
。
こ
れ
か
ら
毎
月
毎
月
悩
み

の
種
に
な
り
そ
う
で
す
。（
Ｍ
・
Ｍ
）

▼
合
併
後
初
の
編
集
作
業
で
、
多

少
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
い
た
私
で
す

が
、
Ｔ
さ
ん
の
取
材
で
元
気
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
や
は
り
取
材
は
楽
し

い
で
す
。
広
く
な
っ
た
八
女
市
で
、

こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
方
と
お
会
い

で
き
る
の
が
楽
し
み
で
す
。
長
年
、

皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い

た
松
田
さ
ん
の
連
載
が
今
月
号
で
終

了
し
ま
す
。
で
も
、
松
田
さ
ん
、
ま

だ
ま
だ
逃
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
（
Ｋ
・
Ｓ
）

お買い物やパーティーは八女市でどうぞ！

7日（日）
●いしもと小児科（岩崎）22・7111
●久良木医院（上陽町）54・2009
●松山歯科（納楚）24・1234
１4日（日）
●なかしま胃腸科（蒲原）25・6200
●原　医院（黒木町）42・0336
●柴田歯科（納楚）24・3400
●宮城耳鼻咽喉科（筑後市）0942・52・8733
２１日（祝）
●八媛病院（本）22・4176
●角整形外科（黒木町）33・2121
●ふじわら歯科（筑後市）0942・52・4067
●みやた眼科（広川町）32・6888

２２日（振休）
●下津浦医院（津江）22・2564
●冨田医院（黒木町）42・0173
●大石歯科（室岡）24・1111
●長崎眼科（本村）22・6123
２８日（日）
●城戸医院（鵜池）23・5303
●山口医院（星野村）52・3131
●中村歯科（本町）24・4482
救急指定病院
●公立八女総合病院（高塚）23・4131
●柳病院（吉田）23・2176
●川﨑病院（納楚）23・3005
●馬場病院（広川町）32・3511

✚３月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますの
で電話で確認してください。
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り
い
く
ん
、
パ
パ
と
マ
マ
の
子
ど
も
に

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

レ
オ
ン
君
大
好
き
だ
よ
♡
大
き
く

な
っ
た
ら
遊
園
地
い
こ
う
ネ
☆

ジ
ィ
ジ
も
バ
ァ
バ
も
メ
ロ
メ
ロ
で
す
。

元
気
い
っ
ぱ
い
大
き
く
な
ー
れ
‼

３
人
の
お
兄
ち
ゃ
ん
達
と
明
る
く
楽
し

く
元
気
に
大
き
く
な
っ
て
い
こ
う
ね
。

い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
の
丈
晴
く
ん
。

た
く
ま
し
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

お
り
こ
う
さ
ん
の
か
な
み
た
ん
♡

か
わ
い
く
元
気
に
育
っ
て
ね
。

ニコニコ
笑
顔
の
我
が
家
の
ア
イ
ド
ル
♡
お
姉
ち
ゃ
ん
、

お
兄
ち
ゃ
ん
に
負
け
な
い
く
ら
い
元
気
に
育
っ
て
ね
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
さ
や
ち
ゃ
ん
。
お

兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
あ
そ
ん
で
ね
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
☆
い
っ
ぱ
い

食
べ
て
遊
ん
で
元
気
に
育
っ
て
ね
♡

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
‼

煌
太
お
兄
ち
ゃ
ん
と
仲
良
く
ネ
ッ
♥

い
っ
ぱ
い
笑
っ
て
、い
っ
ぱ
い
友
達
つ

く
っ
て
の
び
の
び
育
っ
て
ね
♡

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。毎
日
元
気

い
っ
ぱ
い
で
成
長
が
楽
し
み
で
す
。

お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。真
央
お
姉
ち
ゃ

ん
と
元
気
に
仲
良
く
遊
ん
で
ね
‼

☆
ニ
コ
ニ
コ
涼
太
郎
♡
お
姉
ち
ゃ
ん
と

仲
良
く
、健
康
で
元
気
に
育
っ
て
ね
。

伝
え
歩
き
が
上
手
に
な
り
ま
し
た
。来
月
か
ら
お

兄
ち
ゃ
ん
と
保
育
所
に
通
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
ね
。

こ
の
ち
ゃ
ん
お
め
で
と
う
。あ
た
た
か
く
な
っ
た

ら
いっ
ぱ
い
お
散
歩
行
こ
う
ね
。  

祥
子・佳
鈴
よ
り

ガ
レ
ー
ジ
ミ
ラ
ク
ル
看
板
娘
♪

ハ
ン
ド
ル
だ
ぁ
〜
い
ス
キ
♡

遊
ん
で
く
れ
る
お
姉
ち
ゃ
ん
大
好
き
♡

い
つ
も
お
手
て
つ
な
い
で
歩
こ
う
ね
♡

お
姉
ち
ゃ
ん
や
お
兄
ち
ゃ
ん
に
負
け

ず
に
す
く
す
く
と
大
き
く
な
っ
て
ね
。

舞
羽
ち
ゃ
ん
♡
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。

姉
、兄
ち
ゃ
ん
と
元
気
に
育
っ
て
ね
☆

穴見 理
りいちろう

一郎ちゃん

高木 煌
れお ん

斗ちゃん

山口 琉
る い

唯ちゃん

元田 千
ち な つ

菜津ちゃん

原 丈
たけはる

晴ちゃん

馬場 叶
かな み

望ちゃん

江渕 明
あけ る

来ちゃん

二田 さやちゃん

上村 奏
かな と

音ちゃん

草場 亜
あ さ み

咲実ちゃん

亀山 倖
さち
ちゃん

田形 龍
りょうま

馬ちゃん

山本 真
ま な

愛ちゃん

溝田 涼
りょうたろう

太郎ちゃん

井上 佳
か こ

香ちゃん

中村 香
こ の か

乃楓ちゃん

松﨑 夢
ゆ め

芽ちゃん

坂田 妃
ひ な

菜ちゃん

中石 歩
ほ の か

乃叶ちゃん

西村 舞
まい は

羽ちゃん

Ｈ21年3月13日生（井延）

Ｈ21年3月2日生（稲富）

Ｈ21年3月19日生（久木原）

Ｈ21年3月26日生（北国武）

Ｈ21年3月2日生（吉田）

Ｈ21年3月13日生（北川内）

Ｈ21年3月24日生（室岡）

Ｈ21年3月28日生（稲富）

Ｈ21年3月３日生（立山）

Ｈ21年3月15日生（吉田）

Ｈ21年3月24日生（室岡）

Ｈ21年3月29日生（中原）

Ｈ21年3月９日生（湯辺田）

Ｈ21年3月18日生（室岡）

Ｈ21年3月24日生（酒井田）

Ｈ21年3月29日生（本村）

Ｈ21年3月13日生（酒井田）

Ｈ21年3月18日生（上北本分）

Ｈ21年3月25日生（吉田）

Ｈ21年3月31日生（本）

満１歳のお子様の写真を募集しています。名前・生年月日・住所・簡単なコメント（30字以内）を添えて、
誕生日前月の７日までに直接お持ちいただくか、郵送でお申し込みください。応募多数の場合は先着
順となります。写真はお返ししていません。●申し込み＝市長公室秘書広報係（☎23・1110）おたんじょうびおめでとう

人　口 71,014 (-113) 出生 ３６人

男 33,436  (- 48) 死亡 １０５人

女 37,578  (- 60) 転入 ９５人

世帯数 23,629  (+15) 転出 １３３人
　※（　）内は前月比

火災出火件数 6件（66件）

救急出動件数 289件（289件）

救急搬送人数 338人（338人）
※（　）内は 1月からの累計

発生件数 38件（38件）

傷　　者 52人（52人）

死　　者 2人（ 2人 )
※（　）内は 1月からの累計

●後期高齢者医療保険料（第9期）
●市営住宅家賃（3月分）　
●保育料（3月分）

納期限・口座振替日は3月31日（水）
※納税は安全便利な口座振替をご利用ください。

1 月の
火災・救急の
状況

1月の
交通事故の
状況

3月に
納めるもの

▼人口と世帯（2月1日現在）   ▼ 1 月の異動

～
さ
、
こ
れ
か
ら
の
1
0
0
年
～

こ
の
広
報
誌
は
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
紙
、大
豆
油
イ
ン
ク
を
使
用
し
て
い
ま
す


